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１０
月
の
行
事
・
日
曜
日
・
祝
日
診
療

な
ど

「
盆
野
球
」
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
、
安
来
市
自
治

会
親
善
野
球
大
会
が
８
月
１３
日
か
ら
１５
日
ま
で
開
催
さ
れ
、

８８
チ
ー
ム
に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。結
果
は
、

植
田
町
が
優
勝
。
大
会
史
上
初
の
４
連
覇
を
飾
り
ま
し
た
。

今
大
会
は
、
合
併
前
の
旧
安
来
市
が
誕
生
し
た
昭
和
２９
年

に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
て
か
ら
６０
回
目
を
迎
え
、
記
念
事
業

と
し
て
、
ホ
ー
ム
ラ
ン
賞
を
設
け
る
と
と
も
に
、
ス
ピ
ー
ド

ガ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

（
４
連
覇
が
か
か
り
）
大

会
前
は
眠
れ
な
い
日
も
あ
り

ま
し
た
。
投
手
の
故
障
も
あ

り
試
合
中
に
怪
我
人
も
出
る

中
で
、
今
年
は
打
線
が
つ
な

が
り
、
投
手
陣
を
助
け
て
く

れ
ま
し
た
。
選
手
全
員
が
植

田
町
で
育
ち
、
と
て
も
仲
が

良
い
の
が
持
ち
味
。
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
の
勝
利
で
す
。

神事最大の見せ場は、４自治会の山
車が勢ぞろいし競演する四重連。ここ
ぞとばかりに打ち鳴らし、高まる気持
ちと一体感に、満面の笑顔が弾けます。
・撮 影 日 ８月１６日
・撮影場所 大市場交差点

（月の輪神事）

今月の表紙
「鳴らせや叫べや」

決決勝勝戦戦のの様様子子

平平成成２２５５年年度度安安来来市市自自治治会会親親善善野野球球大大会会

88
チ
ー
ム
が
参
加
。
野
球
で
親
睦
深
め
る

優優勝勝ししたた植植田田町町のの皆皆ささんん。。

植植田田町町４４連連覇覇
６６００回回記記念念大大会会

●
優
勝
監
督
談
話
（
植
田
町
・
高
野
公
児
さ
ん
）

２



８
月
に
阪
神
甲
子
園
球
場

で
開
催
さ
れ
た
、
第
９５
回
全

国
高
校
野
球
選
手
権
大
会
に

島
根
県
代
表
と
し
て
出
場
し

活
躍
し
た
、
石
見
智
翠
館
高

校
野
球
部
の
投
手
・
田
部
稜

太
さ
ん
と
内
野
手
・
斉
藤
翔

太
さ
ん
が
、
今
大
会
に
出
場

し
ま
し
た
。

二
人
と
も
３
年
生
で
、

安
来
一
中
出
身
。「（
盆

野
球
は
小
さ
い
こ
ろ
か

ら
知
っ
て
お
り
）
出
て

み
た
か
っ
た
」
と
、
思

い
を
寄
せ
て
い
た
こ
の

大
会
に
初
め
て
参
加

し
、
試
合
で
は
、
不
慣

れ
な
軟
式
ボ
ー
ル
に
と

ま
ど
い
な
が
ら
も
、
力

強
い
打
撃
を
披
露
し
た
ほ

か
、
田
部
さ
ん
は
２
試
合
に

登
板
。
会
場
を
沸
か
せ
、
節

目
の
大
会
を
盛
り
上
げ
て
く

れ
ま
し
た
。

大
会
を
振
り
返
り
、「
気

分
転
換
に
な
り
楽
し
か
っ

た
」
と
語
る
二
人
か
ら
は
、

一
方
で「（
準
々
決
勝
で
対
戦

し
た
）植
田
町
は
強
か
っ
た
。

次
は
倒
し
た
い
」
と
、
悔
し

さ
の
言
葉
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
機
会
が
あ
れ
ば
今

後
も
出
場
し
た
い
と
誓
っ
て

く
れ
ま
し
た
。

「
野
球
を
す
る
た
め
に
帰

省
す
る
人
も
多
く
、
選
手
た

ち
が
楽
し
む
姿
を
間
近
で
感

じ
ら
れ
る
の
が
う
れ
し
い
」。

盆
野
球
の
魅
力
を
こ
の
よ
う

に
語
る
の
は
、
盆
野
球
で
４０

年
以
上
審
判
を
務
め
て
こ
ら

れ
た
中
島
昌
紀
さ
ん
（
７３

歳
・
黒
井
田
町
在
住
）。
長

年
の
功
績
を
称
え
、こ
の
度
、

大
会
功
労
者
と
し
て
表
彰
を

受
け
ら
れ
ま
し
た
。

中
島
さ
ん
は
、
安
来
市
野

球
連
盟
（
現
安
来
市
軟
式
野

球
連
盟
）の
審
判
員
と
し
て
、

昭
和
４７
年
の
設
立
当
初
か
ら

在
籍
。
現
在
も
現
役
で
活
躍

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
だ
わ
り
は
、
判
定
の
際

の
ゼ
ス
チ
ャ
ー
。
観
客
に
も

野
球
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
た

い
と
、
基
本
の
範
囲
内
で
表

現
力
を
磨
き
、
日
々
、
研
究

に
余
念
が
な
い
そ
う
で
す
。

球
審
を
務
め
た
今
大
会
の

決
勝
戦
で
も
、
そ
の

成
果
を
見
事
に
発
揮

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

●個人表彰 最優秀選手賞…川井祐樹さん（植田町）
敢闘賞…渡部理央さん（東天神町）

角 暁人さん（南城谷町）
杉原啓太さん（赤崎町）

甲
子
園
球
児
も
参
加

７
０

トーナメント表

大会結果（チーム名は届出による）

※準々決勝以降を掲載。

１０
５

２
３

９

２

４

８

４

２

１

２

植田町
神塚町自治会連合
鳥木町
南城谷町
赤崎町
月坂町自治会
八幡町
東天神町

斉藤さん（左）と田部さん。

優勝 …植田町
準優勝…東天神町
第３位…南城谷町
第３位…赤崎町

▲最優秀選手賞に選
ばれた植田町の川井
祐樹さん。１番打者
として走・攻に活躍。

６０回記念事業として実施しました

●全体 １位…高島大輝さん（１４０㌔）
２位…矢野雅嵩さん（１３５㌔）
３位…杉原 光さん（１３４㌔）

●部門別
・男子高校生以上の部
１位…高島大輝さん（１４０㌔）
・男子中学生の部
１位…西本優一さん（１０９㌔）
・男子小学生の部
１位…福島来依さん（ ９５㌔）

大会を通じて、39本（３１人。最高は一人
３本）の本塁打が飛び出しました。

スピードガンコンテスト

審
判
歴
４０
年
以
上
の
中
島
さ
ん
に
功
労
者
表
彰

ホームラン賞

●
問
い
合
わ
せ
…
地
域
振
興
課

℡
２３‐

３
０
７
５

３



平
成
２４
年
度
決
算
が
ま
と
ま
り
、
９
月

２
日
開
会
の
市
議
会
定
例
会
に
提
出
し
ま

し
た
。
市
政
は
皆
さ
ん
の
大
切
な
税
金
を

も
と
に
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
ど
れ
く
ら

い
収
入
が
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
目
的
に
使

わ
れ
た
か
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
固
定
資
産

税
の
落
ち
込
み
等
に
よ
り
地
方
税

が
１
・
４
％
の
減
、
地
方
交
付
税

は
基
準
財
政
需
要
額
の
減
な
ど
に

よ
り
３
・
１
％
の
減
、
国
庫
支
出

金
に
つ
い
て
は
前
年
度
に
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
事
業

を
実
施
し
た
影
響
で
３７
・
８
％
の

減
、
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
対
仙

浄
園
汚
泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
、

消
防
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
の
大
型

事
業
の
集
中
に
よ
り
３８
・
１
％
の

増
と
な
り
ま
し
た
。

主
な
も
の
と
し
て
、
ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
・
イ
ン
フ
ラ
整
備
事

業
の
完
了
に
よ
り
総
務
費
が

４３
・
４
％
の
減
、
対
仙
浄
園
汚

泥
再
生
処
理
セ
ン
タ
ー
の
整
備

に
よ
り
衛
生
費
が
２３
・
４
％
の

増
、
国
か
ら
譲
渡
さ
れ
た
職
業

能
力
開
発
校
施
設
整
備
事
業
完

了
に
よ
り
労
働
費
が
２４
・
１
％

の
減
、
消
防
庁
舎
建
設
事
業
本

格
実
施
に
よ
り
消
防
費
が
４８
・

８
％
の
増
、
災
害
復
旧
費
は
、

平
成
２３
年
５
月
豪

雨
や
台
風
１２
号
被

害
に
よ
る
災
害
復

旧
事
業
に
よ
り
、

１
１
２
・
３
％
の
増
と
な
り
ま

し
た
。

平成２４年度
４，４２５，２９９
２，９８１，２３４
３，１０８，０２５
１，３０１，９２８
３，４９３，９２０
４，５４５，６８９
４，３４９，１６１
２４，２０５，２５６

平成２３年度
４，４９６，００４
２，９６３，９９０
２，９１６，８９８
１，３９９，２２１
３，６２５，３８３
５，３１６，５２６
５，２２２，０５５
２５，９４０，０７７

平成２２年度
４，４１３，９３５
２，９０８，５４３
２，７３４，９９０
１，３３０，０６４
４，２００，５６３
４，２２１，１１８
４，２９０，２７４
２４，０９９，４８７

平成２１年度
４，３８４，６７５
２，８２５，７１３
２，２９４，６０５
１，７６０，６１３
４，３２６，７９６
３，６７２，２３７
３，６６８，７４１
２２，９３３，３８０

平成２０年度
４，４８３，１４７
２，６４０，７７６
２，２４２，５２５
２，０２８，９３５
４，６７７，５１１
１，８５９，２６８
３，４５９，４４７
２１，３９１，６０９

人 件 費
物 件 費
扶 助 費
補 助 費 等
公 債 費
投資的経費
そ の 他
合 計

平
成
２４
年
度

２４２億５２６万円（前年度比６．７％減）

一一
般般
会会
計計

決決
算算
報報
告告

（単位：千円）

２４８億５２７０万円（前年度比６．２％減）

一般会計の決算額は、歳入は２４８億５２７０万円、歳
出は２４２億５２６万円で、形式収支は６億４７４４万円と
なりました。その内、年度内に事業が完了しない
ために翌年度に繰り越した事業の一般財源が６７３６
万円で、実質収支は５億８００８万円となりました。
安来市が将来に向けて持続的に発展していくた
めに、健全で安定した財政基盤の確立が必要です。
そのため、依然厳しい財政状況は続いていますが、
今後も自主財源の確保に努め、一層の行財政改革
を進めていきます。

歳出

歳入歳出ともに減少

●性質別に見る歳出決算額の推移

歳入

４



物
件
費
や
補
助
費
の
増
に
よ

り
、
前
年
度
よ
り
１
・
９
ポ
イ
ン

ト
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
指

標
は
人
件
費
や
生
活
保
護
な
ど
の

扶
助
費
、
借
金
返
済
に
充
て
る
公

債
費
な
ど
避
け
ら
れ
な
い
経
費
割

合
を
示
し
て
い
ま
す
。

市
債
（
借
入
金
）
の
新
規
発
行

額
の
増
加
に
よ
り
、
市
債
残
高
は

６
億
１
４
６
万
円
の
増
で
、
前
年

度
よ
り
６
・
９
ポ
イ
ン
ト
悪
化
し

ま
し
た
。
こ
の
指
標
は
将
来
の
公

債
費
負
担
や
地
方
債
の
発
行
可
能

額
を
把
握
す
る
た
め
の
指
標
と
し

て
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

新
規
積
立
等
に
よ
り
、
基
金
現

在
高
は
１０
億
６
１
４
１
万
円
の
増

で
、
前
年
度
よ
り
７
・
９
ポ
イ
ン

ト
改
善
し
ま
し
た
。
こ
の
指
標
は

将
来
の
蓄
え
を
把
握
す
る
た
め
の

指
標
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

歳 出（支出）
対前年度増減
△１１３，５２４
５６，７３９
７９，８７４
８８，７２２
△２９，２３３
△１，７８１
△２
１１

２６，６２７
△３５，５８６

平成２４年度
４，６７７，７６０
９４７，２７２

４，１１５，４８８
２，９３１，２３５
５７７，６９６

７２５
３０
２５

６０５，５６４
２，９９８，２６７

歳 入（収入）
対前年度増減
△１６１，１２３
５８，１６５
９０，８４８
８８，７０５
△２９，２４０
△２，０４４
△１９
△１０

１１，１２６
△７８，５００

平成２４年度
４，８５１，３７３
９５７，２５３

４，１８８，３０２
２，９３３，０６１
５７７，９４０

８９９
５７
１９３

６３９，８２１
２，９４７，０９５

会 計 名

国民健康保険事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計
介護保険事業特別会計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
簡易水道事業特別会計
母 里 財 産 区 特 別 会 計
井 尻 財 産 区 特 別 会 計
赤 屋 財 産 区 特 別 会 計
水 道 事 業 会 計
安来市立病院事業会計

特別会計

公営企業
会 計

平成２４年度

８９．６％

２０４．９％

５３．１％

平成２３年度

８７．７％

１９８．０％

４５．２％

平成２２年度

８５．４％

２００．９％

３２．９％

平成２１年度

８７．１％

２１４．２％

２５．８％

平成２０年度

８３．７％

２２７．４％

２５．３％

区 分
（健全ライン）

経 常 収 支 比 率
（８０%以下）

地方債現在高比率
（２００％以下）

基金現在高比率
（５０％以上）

（単位：千円）

安来市の会計には、一般会計のほか、国民健康保険事業や介護保険事業などの「特別会計」や、
水道事業や病院事業などの「公営企業会計」があります。
いずれも国民健康保険税や介護保険料、水道料金や医業収入など特定の収入を財源に事業を
行っており、その収支状況を明確にするため、一般会計とは別に会計処理を行っています。

経
常
収
支
比
率８９

・
６
％

指標でみる財政状況

特別会計等の決算状況

●平成２４年度歳入歳出決算額および対前年度比較表

地
方
債
現
在
高
比
率

２
０
４
・
９
％

●財政指標の推移

基
金
現
在
高
比
率

５３
・
１
％

●
問
い
合
わ
せ
…
財
政
課

℡
２３‐

３
０
２
６

５



こ
の
指
標
は
、「
地

方
公
共
団
体
の
財
政
の

健
全
化
に
関
す
る
法

律
」
に
よ
り
、
自
治
体

の
財
政
健
全
化
度
を
判

断
す
る
た
め
に
用
い
ら

れ
る
指
標
で
す
。

こ
の
制
度
で
は
、
一

般
会
計
の
ほ
か
、
特
別

会
計
や
公
営
企
業
会
計

等
も
含
め
た
財
政
健
全

化
へ
の
取
り
組
み
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

安
来
市
の
平
成
２４
年

度
決
算
に
基
づ
く
算
定

結
果
は
、
す
べ
て
の
指

標
が
基
準
値
内
と
な
り

ま
し
た
が
、
引
き
続
き

適
正
な
財
政
運
営
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

財
政
健
全
化
計
画
の
策
定
が
義
務

付
け
ら
れ
る
な
ど
、
自
主
的
な
改
善

努
力
に
よ
り
財
政
健
全
化
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

財
政
再
生
計
画
の
策
定
が
義
務
付

け
ら
れ
る
な
ど
、
国
等
の
関
与
に
よ

り
確
実
な
再
生
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

財政再生基準

２０．００

３０．００

３５．０

－

早期健全化基準

１２．８２

１７．８２

２５．０

３５０．０

安来市

－

－

１５．３

１１６．２

項 目

実 質 赤 字 比 率

連結実質赤字比率

実質公債費比率

将 来 負 担 比 率

財政の健全化を判断する指標

（単位：％）

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、ともに黒字のため「―」に表示しています。

安
来
市
は
す
べ
て

の
基
準
値
を
ク
リ

ア
し
て
い
ま
す

一
般
会
計
の
指
標

平成２４年度決算における健全化判断比率

実
質
赤
字
比
率

実
質
公
債
費
比
率

福
祉
、
教
育
、
ま
ち
づ
く
り
等

を
行
う
地
方
自
治
体
の
一
般
会
計

の
赤
字
の
程
度
を
指
標
化
し
、
財

政
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
５
億
８
０
０
８
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
っ
て
お
り
、

赤
字
額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

借
入
金
の
返
済
額
お
よ
び
こ
れ

に
準
じ
る
額
の
大
き
さ
を
指
標
化

し
、
資
金
繰
り
の
危
険
度
を
示
し

ま
す
。

安
来
市
で
は
１５
・
３
パ
ー
セ
ン

ト
と
な
り
、
前
年
度
よ
り
０
・
５

ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

早
期
健
全
化
基
準
を
超
え
た
場
合

財
政
再
生
基
準
を
超
え
た
場
合

６



経
営
健
全
化
計
画

の
策
定
が
義
務
付
け

ら
れ
る
な
ど
、
経
営

の
健
全
化
が
求
め
ら

れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

経営健全化基準

20. 00

安来市

－

－

－

－

項 目

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

簡易水道事業会計

下 水 道 事 業 会 計
※黒字のため「―」表示にしています。

（単位：％）

連
結
実
質
赤
字
比
率

将
来
負
担
比
率

公
営
企
業
会
計
の
指
標

安
来
市
に
は
一
般
会
計
の
ほ
か

に
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会

計
等
７
つ
の
会
計（
財
産
区
除
く
）

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
す
べ
て
の
会

計
の
赤
字
や
黒
字
を
基
に
、
地
方

公
共
団
体
と
し
て
の
赤
字
の
程
度

を
指
標
化
し
、
地
方
公
共
団
体
と

し
て
の
運
営
の
深
刻
度
を
示
し
ま

す
。安

来
市
で
は
全
て
の
会
計
を
合

算
し
て
１６
億
３
４
５
５
万
円
の
黒

字
決
算
と
な
っ
て
お
り
、
連
結
実

質
赤
字
額
は
発
生
し
て
い
ま
せ

ん
。

地
方
公
共
団
体
の
一
般
会
計
の

借
入
金
（
地
方
債
）
や
、
将
来
支

払
っ
て
い
く
可
能
性
の
あ
る
負
担

等
の
現
時
点
で
の
残
高
の
程
度
を

指
標
化
し
、
将
来
負
担
を
圧
迫
す

る
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
を
示

し
ま
す
。

安
来
市
で
は
１
１
６
・
２
パ
ー

セ
ン
ト
と
な
り
、前
年
度
よ
り
１６
・

８
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

平成２４年度決算における資金不足比率

資
金
不
足
比
率

一
般
会
計
の
赤
字
に
あ
た
る
公
営

企
業
会
計
の
資
金
不
足
を
、
公
営
企

業
の
事
業
規
模
で
あ
る
料
金
収
入
等

の
規
模
と
比
較
し
て
指
標
化
し
、
経

営
状
況
の
深
刻
度
を
示
し
ま
す
。

安
来
市
で
は
す
べ
て
の
会
計
で
資

金
不
足
額
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

‐５．９０→‐４．２９→‐６．１４
◇‐０．１９→‐０．２０→‐０．１９
‐０．１７→‐０．３１→‐０．３２

経
営
健
全
化
基
準

を
超
え
た
場
合

■
問
い
合
わ
せ

財
政
課

℡
２３‐

３
０
２
３

※

７



市
で
は
、
原
子
力
災
害
に
備
え
、
本

年
３
月
に
策
定
し
た
広
域
避
難
計
画
に

よ
る
岡
山
県
内
の
避
難
先
市
町
を
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
視
察
し
て
い
た
だ
く
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
８
月
２６

日
か
ら
９
月
３０
日
ま
で
の
間
に
１０
回
開

催
。
地
区
ご
と
に
参
加
者
を
募
り
、
約

１
１
０
人
が
参
加
予
定
）

広
域
避
難
計
画
は
、
中
国
電
力
島
根

原
子
力
発
電
所
で
原
子
力
事
故
が
発
生

し
、
住
民
避
難
が
必
要
と
な
っ
た
事
態

を
想
定
し
て
策
定
。
原
子
力
防
災
対
策
の
重
点
区
域
に
指
定

さ
れ
る
、
島
根
原
発
か
ら
３０
㌔
圏
の
住
民
避
難
に
つ
い
て
、

地
区
ご
と
に
避
難
先
や
避
難
ル
ー
ト
な
ど
を
定
め
て
い
ま
す
。

視
察
で
は
、
バ
ス
で
避
難
ル
ー
ト
を
た
ど
り
な
が
ら
避
難

先
へ
向
か
い
、
現
地
で
は
、
防
災
担
当
者
な
ど
か
ら
ま
ち
の

紹
介
や
防
災
体
制
な

ど
の
説
明
を
受
け
た

ほ
か
、
避
難
時
に
避

難
先
の
市
町
に
到
着

し
て
最
初
に
立
ち
寄

る
「
避
難
経
由
所
」

な
ど
を
確
認
し
ま
し

た
。避

難
先
を
直
接
確

認
す
る
こ
と
を
、
ス

ム
ー
ス
な
避
難
行
動

に
生
か
し
、
万
一
の

事
態
に
備
え
ま
す
。

「
自
然
の
チ
カ
ラ
」
を
テ
ー

マ
に
、
地
球
温
暖
化
問
題
や
環

境
保
全
な
ど
、
環
境
に
対
す
る

関
心
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
体
験

型
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
込
ん
だ
「
や
す

ぎ
環
境
フ
ェ
ア
」
を
９
月
８
日
、
広
瀬

絣
セ
ン
タ
ー
前
の
飯
梨
川
河
川
敷
で
開

催
し
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
次
世
代
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
燃
料
電
池
」
を
使
用
し
た
自
動
車
の

模
型
製
作
や
、
飯
梨
川
に
住
む
生
物
を

タ
モ
な
ど
で
採
取
し
て
生
態
系
を
調
べ

る
川
辺
の
教
室
に
は
、
親
子
で
熱
心
に

取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
、
楽
し
み
な
が

ら
環
境
に
つ
い
て
学
び
・
考
え
て
も
ら

う
ひ
と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

ややすすぎぎ環環境境フフェェアアをを開開催催
食べて・遊んで・見て・学ぶ

広広瀬瀬地地区区のの避避難難先先ととななるる瀬瀬戸戸内内市市でで
説説明明をを受受けけるる参参加加者者のの皆皆ささんん。。

市市政政トトピピッッククスス
最近の主な動きを
お伝えします

市民が原子力災害時の避難先を確認

岡岡山山県県内内のの避避難難先先市市町町のの視視察察
地地区区ごごととにに実実施施中中

原子力災害時の避難先や避難ルートなどを掲載
したガイドブック。各世帯には、自治会を通じ
て広報紙８月号にあわせ配布しています。（広
域避難計画とあわせ市のホームページにも掲載）

（上）ハトをかたどったエコ風船を
舞い上げフェアがスタート。
（下）川辺の教室では、ヨシノボリ、
メダカ、ドンコなど、さまざまな水
生生物を採取していました。

８



飯
島
町
地
内
に
移
転
し
て
新
築
す
る

消
防
本
部
新
庁
舎
に
つ
い
て
、
平
成
２７

年
４
月
の
運
用
開
始
に
向
け
、
８
月
か

ら
建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

新
庁
舎
は
、
消
防
救
急
無
線
の
デ
ジ

タ
ル
化
に
対
応
し
、
最
新
鋭
の
消
防
指

令
シ
ス
テ
ム
や
訓
練
設
備
、
市
民
を
対

象
と
し
た
防
災
学
習
を
行
う
た
め
の
ス

ペ
ー
ス
な
ど
を
備
え
る
計
画
と
な
っ
て

お
り
、
市
民
の
安
全
、
安
心
を
守
る
防

災
拠
点
と
し
て
消
防
機
能
の
強
化
を
図

り
ま
す
。

建
物
の
老
朽
化
に
よ
り
解
体
す
る
安

来
庁
舎
２
号
棟
・
４
号
棟
を
活
用
し
た

安
来
市
消
防
署
総
合
訓
練
を
８
月
２９
日
と

３０
日
に
実
施
し
ま
し
た
。

訓
練
は
、
建
物
火
災
と
地
震
に
よ
る

建
物
倒
壊
を
想
定
し
、
消
火
活
動
や
逃

げ
遅
れ
・
生
き
埋
め
に
な
っ
た
人
な
ど

の
救
急
・
救
助
活
動
を
行
う
も
の
。
よ

り
実
践
的
な
訓
練
と
す
る
た
め
、
参
加

隊
員
に
は
活
動
内
容
な
ど
の
シ
ナ
リ
オ

を
事
前
に
知
ら
せ
な
い
「
ブ
ラ
イ
ン
ド

型
」
の
手
法
で
行
い
、
災
害
現
場
に
お

け
る
迅
速
・
的
確
な
消
防
活
動
を
行
う

た
め
の
対
応
力
向
上
を
図
り
ま
し
た
。

市民の安全、安心を守る拠点施設

建設工事が始まった消防本部新庁舎。
（国道９号から撮影）

消消防防本本部部新新庁庁舎舎のの
建建設設工工事事がが始始ままりりままししたた
平成27年４月運用開始予定

解体の前に消火・救助・救急訓練

安安来来庁庁舎舎２２号号棟棟・・４４号号棟棟でで
消消防防訓訓練練をを実実施施ししままししたた

■ 主な建物
・本館棟 ＲＣ一部鉄骨造３階建
・訓練塔 主塔：ＲＣ４階建、副塔：同３階建
・車庫棟 鉄骨造２階建 ※ＲＣ…鉄筋コンクリート構造

■ 建築物内訳
・本館棟 【１階】災害戦闘作戦室・救急訓練室・防火衣
装着室・体力錬成室・仮眠室（男女）・食堂・浴室・
車庫
【２階】事務室・消防長室・通信指令室・消防団室・会
議室（研修室）

【３階】書庫・電気機械室
・訓練塔 【主塔】濃煙熱気訓練施設・立て抗訓練施設・
救助訓練施設
【副塔】消防団車庫・消防団員待機室・救助訓練施設

・車庫棟 【１階】車庫 【２階】倉庫
・自家用発電設備

訓訓練練塔塔
（（主主塔塔））

訓訓練練塔塔
（（副副塔塔））

解解体体すするる安安来来庁庁舎舎２２号号棟棟・・４４号号棟棟。。
（（解解体体工工事事はは、、1100 月月末末ままででをを予予定定ししてていいまますす））

車車庫庫棟棟
本本館館棟棟

■ 場 所 飯島町７１１番地１
■ 敷地面積 １２，０５７．２７㎡
■ 建築面積 ２，２４８．４９㎡
■ 延床面積 ４，２３０．３０㎡

●消防本部新庁舎の概要

完完成成予予想想図図

国国道道９９号号

（
右
）
倒
壊
建
物
か
ら

要
救
助
者
を
救
出
す
る

想
定
で
、
２
号
棟
の
屋

根
上
か
ら
建
物
内
に
進

入
す
る
隊
員
。
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市
内
各
所
で
多
大
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
心
か

ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

市
で
は
１
日
も
早
い
復
旧
に
向
け

作
業
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

７
月
２１
日
に
執
行
さ
れ
、
安
来
市

か
ら
島
田
三
郎
氏
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
地
元
市
民
を
代
表
し
、
心
よ
り

お
祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
国

政
で
の
ご
活
躍
を
期
待
し
ま
す
。

▼
市
民
会
館
と
給
食
セ
ン
タ
ー

切
川
地
区
に
整
備
す
る
市
民
会
館

と
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
両
施
設
と
も

平
成
２７
年
度
に
建
築
工
事
に
着
工

し
、
市
民
会
館
は
平
成
２８
年
度
し
ゅ

ん
工
、
給
食
セ
ン
タ
ー
は
平
成
２８
年

４
月
稼
働
を
目
指
し
、
現
在
、
基
本

計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
施
設
ご
と
に
建
設

検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
必
要
な

事
項
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
民
会
館
に
つ
い
て
は
、
７
月
３

日
に
第
１
回
目
を
ス
タ
ー
ト
し
、
３

回
の
検
討
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

ま
た
、
広
く
市
民
の
皆
様
の
意
見

を
募
り
参
考
と
す
る
た
め
、
２
回
の

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま

し
た
。
意
見
を
検
討
委
員
会
へ
報
告

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
検
討
委

員
会
よ
り
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
基

本
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
す
。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、
６

月
２７
日
に
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ

２
回
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
３
回
程

度
開
催
し
、
小
・
中
学
校
完
全
給
食

実
施
に
向
け
、
施
設
の
概
要
や
管
理

を
は
じ
め
さ
ま
ざ
ま
な
事
項
を
検
討

し
ま
す
。

▼
安
来
庁
舎
２
号
棟
、
４
号
棟
の
解

体
、
撤
去

１０
月
末
の
完
了
に
向
け
、
本
格
的

な
作
業
に
入
っ
て
い
ま
す
。
行
政
運

営
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
な
く
、
工

事
の
安
全
確
保
に
万
全
を
期
し
て
ま

い
り
ま
す
。

▼
安
来
庁
舎
お
よ
び
周
辺
整
備

昨
年
お
示
し
し
た
安
来
庁
舎
建
設

基
本
計
画
概
要
案
を
基
に
、
そ
の
後

に
決
定
し
た
市
民
会
館
の
移
転
・
新

築
な
ど
の
諸
条
件
を
踏
ま
え
、
検
討

し
て
い
ま
す
。
早
期
に
基
本
計
画
を

策
定
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▼
第
一
中
学
校
の
校
舎
改
築
事
業

工
程
通
り
に
工
事
が
進
ん
で
お

り
、
１２
月
の
完
成
も
間
近
と
な
り
ま

し
た
。
３
学
期
に
は
新
校
舎
で
の
授

業
を
開
始
す
る
予
定
で
す
。

▼
や
す
ぎ
月
の
輪
ま
つ
り

８
月
１４
日
か
ら
１７
日
ま
で
の
４
日

間
、
月
の
輪
神
事
や
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

１４
日
に
は
、
多
彩
で
迫
力
満
点
の

５
千
発
の
花
火
が
中
海
に
上
が
り
、

多
く
の
来
場
者
を
魅
了
し
ま
し
た
。

１６
日
は
、
昨
年
ま
で
の
１
０
０
０

人
踊
り
に
代
わ
り
、
伝
統
的
な
正
調

安
来
節
踊
り
と
華
や
か
に
仮
装
し
た

に

わ

か

仁
輪
加
パ
レ
ー
ド
を
開
催
し
ま
し

た
。
例
年
以
上
に
沢
山
の

チ
ー
ム
が
参
加
さ
れ
、
ま

た
、
お
出
掛
け
い
た
だ
い

た
多
く
の
方
か
ら
大
き
な

声
援
を
か
け
て
い
た
だ
き
、
か
つ
て

の
中
心
市
街
地
の
賑
わ
い
を
取
り
戻

し
た
か
の
よ
う
な
熱
い
祭
り
と
な
り

ま
し
た
。ミリ

ア
ン

チ
ャ
ン
ソ
ン

ギ

韓
国
密
陽
市
か
ら
、
張
成
基
安
全

行
政
局
長
を
は
じ
め
６
名
の
訪
問
団

を
お
迎
え
し
、
月
の
輪
ま
つ
り
を
堪

能
し
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
両
市

の
交
流
を
深
め
ま
し
た
。

▼
安
来
市
自
治
会
親
善
野
球
大
会

１３
日
か
ら
１５
日
に
開
催
し
、
８８

チ
ー
ム
が
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
各
自

治
会
の
親
睦
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

▼
安
来
節
全
国
優
勝
大
会

１５
日
か
ら
１７
日
ま
で
の
３
日
間
開

催
さ
れ
、
全
国
の
予
選
会
を
勝
ち
抜

い
た
５
歳
か
ら
８５
歳
ま
で
の
８
６
０

名
が
出
場
し
熱
演
さ
れ
ま
し
た
。

月
の
輪
ま
つ
り
、
安
来
節
全
国
優

勝
大
会
な
ど
の
開
催
に
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
関
係
者
を
は
じ
め
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
や
参
加
さ
れ

た
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

市市
議議
会会
９９
月月
定定
例例
会会
市
長
所
信

９
月
２
日
に
開
会
し
た
市
議
会
９
月
定
例
会
に
お
い
て
、
近
藤
市
長
が

述
べ
た
所
信
の
要
旨
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

７
月
１５
日
の
豪
雨
災
害

第
２３
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙

諸
般
の
報
告
事
項

主
要
事
業
の
進
捗
状
況
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▼
戦
国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

９
月
２８
日
と
２９
日
の
２
日
間
に
わ

た
り
、
５
年
に
一
度
の
第
６
回
尼
子

一
族
全
国
大
集
会
お
よ
び
戦
国
尼
子

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

２８
日
は
、
全
国
か
ら
尼
子
氏
由
縁

の
約
７０
名
の
方
々
を
お
迎
え
し
、
歓

迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す
。

翌
２９
日
は
、
全
国
か
ら
結
集
し
た

手
作
り
鎧
か
ぶ
と
武
者
総
勢
３
０
０

名
が
広
瀬
の
ま
ち
を
行
列
し
、
三
日

月
公
園
と
富
田
川
河
川
敷
に
お
い
て

は
、
尼
子
鉄
砲
隊
の
演
武
を
皮
切
り

に
、
盛
大
に
戦
国
尼
子
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
を
開
催
し
ま
す
。

ま
た
、
関
連
事
業
と
し
て
、
２１
日

か
ら
２３
日
に
か
け
て
、
市
民
参
加
演

劇
「
立
て
、
鹿
介
！
」
を
上
演
す
る

ほ
か
、
２９
日
に
は
、
山
中
鹿
介
を
顕

彰
す
る
「
幸
盛
祭
」
な
ど
多
彩
な
イ

ベ
ン
ト
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

開
催
に
あ
た
り
、
関
係
の
皆
様
に

は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
安

来
市
を
「
歴
史
と
文
化
の
ま
ち
」
と

し
て
情
報
発
信
で
き
る
大
き
な
チ
ャ

ン
ス
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
市
民
の

皆
様
に
は
多
数
ご
来
場
い
た
だ
き
、

こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
盛
り
上
げ
て
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

７
月
２３
日
、
市
長
会
と
中
海
・
宍

道
湖
・
大
山
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
協
議
会

と
の
意
見
交
換
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
行
政
と
経
済
界
の
ト
ッ
プ
に
よ

る
意
見
交
換
会
は
今
回
が
初
の
試
み

で
、
圏
域
一
体
と
な
っ
て
産
業
や
観

光
を
振
興
す
る
た
め
の
方
策
に
つ
い

て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

そ
の
中
で
私
は
、
産
業
振
興
、
観

光
振
興
の
た
め
に
は
、
圏
域
全
体
の

利
益
を
最
優
先
し
な
が
ら
、
高
速
道

路
の
４
車
線
化
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の

整
備
、
中
海
架
橋
の
建
設
な
ど
、
産

業
立
地
環
境
の
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
を

図
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
訴
え
た
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
同
日
、
市
長
会
を
構
成
す
る

５
市
と
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
の
鳥
取
県
西

部
町
村
会
に
お
い
て
、
災
害
時
相
互

応
援
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
災
害

が
発
生
し
た
場
合
に
、
被
災
し
た
構

成
市
町
村
が
応
急
対
策
お
よ
び
復
旧

活
動
を
円
滑
に
実
施
で
き
る
よ
う
、

資
機
材
や
車
両
等
の
提
供
、
職
員
派

遣
、
児
童
、
生
徒
の
一
時
受
け
入
れ

な
ど
を
相
互
に
行
う
こ
と
を
取
り
決

め
た
も
の
で
、
圏
域
全
体
の
防
災
力

を
高
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

今
後
も
圏
域
市
長
会
を
中
心
と
し

て
、
中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
の

連
携
強
化
に
努
め
ま
す
。

７
月
２２
日
、
県
知
事
に
対
し
、
１３

項
目
の
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

原
子
力
発
電
所
周
辺
自
治
体
の
安

全
確
保
対
策
を
は
じ
め
、
健
康
福
祉

分
野
で
は
風
し
ん
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

推
進
な
ど
４
項
目
、
基
盤
整
備
分
野

で
は
中
海
架
橋
の
建
設
促
進
な
ど
４

項
目
、
教
育
分
野
で
は
史
跡
富
田
城

跡
の
整
備
・
活
用
支
援
な
ど
３
項

目
、
そ
の
ほ
か
企
業
立
地
の
促
進
施

策
の
拡
充
な
ど
、強
く
要
望
し
ま
し
た
。

来
年
１０
月
に
安
来
市
と
広
瀬
町
、

伯
太
町
が
合
併
し
、
新
・
安
来
市
が

誕
生
し
て
か
ら
１０
年
を
迎
え
ま
す
。

来
年
１０
月
４
日
に
記
念
式
典
を
挙

行
し
、
記
念
式
典
で
は
、
功
労
者
表

彰
や
市
の
歌
の
制
定
、
市
民
憲
章
や

各
種
宣
言
、
基
調
講
演
な
ど
を
、
ま

た
、
記
念
事
業
も
企
画
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
本
市
の
さ
ら
な
る
躍

進
を
願
い
、
市
を
挙
げ
て
祝
う
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

先
般
、
平
成
２５
年
度
の
普
通
交
付

税
算
定
が
行
わ
れ
、
交
付
額
が
８３
億

７
千
万
円
余
と
決
定
し
ま
し
た
。
ま

た
、
平
成
２４
年
度
決
算
に
お
け
る
健

全
化
判
断
比
率
お
よ
び
資
金
不
足
比

率
は
、
い
ず
れ
の
指
標
も
早
期
健
全

化
基
準
を
下
回
り
ま
し
た
。

議
決
案
件
１１
件
、認
定
案
件
１１
件
、

報
告
案
件
８
件
、
同
意
案
件
１
件
。

平
成
２５
年
度
安
来
市
一
般
会
計
補

正
予
算
は
、
総
額
３
億
１
７
０
０
万

円
を
計
上
し
、
補
正
後
の
予
算
規
模

は
２
４
８
億
２
０
０
万
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

主
な
内
容
は
、
市
民
会
館
建
設
事

業
１
６
８
０
万
円
、
給
食
セ
ン
タ
ー

建
設
事
業
３
７
０
万
円
、
下
ノ
原
２

号
線
道
路
改
良
事
業
６
４
０
０
万

円
、
社
会
福
祉
施
設
等
整
備
費
補
助

金
７
５
０
０
万
円
、
地
域
情
報
化
推

進
事
業
２
０
０
０
万
円
な
ど
を
そ
れ

ぞ
れ
計
上
し
て
い
ま
す
。

中
海
・
宍
道
湖
・
大
山
圏
域
市
長
会

安
来
市
の
財
政
状
況

島
根
県
へ
の
重
点
要
望

今
議
会
に
提
案
し
た
案
件

新
安
来
市
発
足
１０
周
年
記
念
式
典

●
問
い
合
わ
せ

定
住
企
画
課

℡
２３‐

３
０
５
９
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島
根
県
に
お
け
る
死
亡
原
因
の
第

１
位
は
「
が
ん
」
で
あ
り
、
種
別
で

は
「
肺
が
ん
」「
胃
が
ん
」「
大
腸
が

ん
」
の
順
で
死
亡
者
数
が
多
く
な
っ

て
い
ま
す
。（
平
成
２４
年
）

こ
の
う
ち
２０
歳
〜
５９
歳
の
働
き
盛

り
の
世
代
で
、
毎
年
２
０
０
人
以
上

の
人
が
、
が
ん
に
よ
り
亡
く
な
っ
て

け
い

い
ま
す
。
ま
た
、
子
宮
頸
が
ん
は
、

２０
代
か
ら
３０
代
の
若
い
年
代
の
女
性

に
多
い
が
ん
で
あ
り
、
年
々
増
加
し

て
い
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
は
早
期
に

発
見
す
れ
ば
ほ
ぼ
１
０
０
㌫

治
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
20

歳
に
な
っ
た
ら
、
定
期
的
に

子
宮
頸
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

が
ん
は
、
早
期
の
場
合
、
自
覚
症

状
が
な
い
こ
と
が
多
く
、
症
状
を
自

覚
す
る
こ
ろ
に
は
、
病
状
が
進
行
し

て
、
治
療
が
難
し
く
な
り
ま
す
。

が
ん
検
診
な
ど
で
発
見
さ
れ
る
が

ん
の
約
７
割
が
早
期
が
ん
で
あ
り
、

早
期
発
見
に
と
て
も
効
果
的
で
す
。

が
ん
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の

た
め
に
も
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を

受
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

交
流
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
検
診
車
に

よ
り
受
け
る
「
集
団
検
診
」
と
、
医

療
機
関
で
個
別
に
受
け
る
「
個
別
検

診
」（
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
乳
が
ん

検
診
の
み
）
が
あ
り
ま
す
。

け
い

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

希
望
者
に
は
、
記
録
票
を
送
付
し

ま
す
の
で
、
い
き
い
き
健
康
課
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

対
象
…
２０
歳
以
上
の
人

検
査
内
容
…
集
団
検
診
と
同
じ
で
す

（
左
ペ
ー
ジ
３
段
目
を
参
照
）

実
施
医
療
機
関
…
吉
岡
病
院
、
野
坂

医
院
、
安
来
市
立
病
院

料
金
…
細
胞
診
検
査
…
１
８
０
０
円
、

Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
…
１
０
０
０
円

乳
が
ん
検
診

５
月
に
対
象
者
へ
送
付
し
た
受
診

券
に
よ
り
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
直
接
、
医
療
機
関
に
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
で
、
前
年
度

乳
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
な
い
人
。

（
６
月
以
降
に
転
入
し
た
人
な
ど
、

受
診
券
を
お
持
ち
で
な
い
人
は
、い
き

い
き
健
康
課
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
）

検
査
内
容
…
集
団
検
診
と
同
じ
で
す

（
左
ペ
ー
ジ
３
段
目
を
参
照
）

実
施
医
療
機
関
…
安
来
第
一
病
院
、

安
来
市
立
病
院

料
金
…
２
０
０
０
円

※
検
診
時
間
は
医
療
機
関
で
異
な
り

ま
す
。
ま
た
、
一
部
医
療
機
関
で
時

間
外
や
日
曜
日
の
検
診
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
直
接
医
療
機

関
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
、
日
本
人
の
２
人
に
１
人
は
「
が
ん
」
に
か
か
り
、
ま
た
、
３
人
に
１

人
は
「
が
ん
」
で
命
を
落
と
し
て
い
ま
す
。
が
ん
を
発
症
す
る
原
因
の
多
く

は
、
生
活
習
慣
に
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
改
善
を
心
掛
け
て
も
が
ん

に
か
か
る
リ
ス
ク
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
に
な

る
の
が
、「
が
ん
検
診
」
で
す
。

医
学
の
進
歩
な
ど
に
よ
り
、
が
ん
を
発
症
し
て
も
約
半
数
の
人
は
治
る
と

さ
れ
、
特
に
早
い
段
階
で
発
見
し
て
、
治
療
を
受
け
る
こ
と
で
、
さ
ら
に
高

い
確
率
で
治
り
ま
す
。
し
か
し
、
が
ん
検
診
の
受
診
率
は
低
い
状
況
で
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た
め
、
定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

ががんん検検診診をを
受受けけままししょょうう

■問い合わせ…いきいき健康課
℡２３‐３２２０

検
診
は
定
期
的
に

若
い
人
も
か
か
る
病
気
で
す

安
来
市
が
実
施
し
て
い
る

が
ん
検
診

個

別

検

診
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●
予
約

集
団
検
診
を
受
け
る
に
は
、
事
前

予
約
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

受
診
を
希
望
す
る
人
は
、
広
報
紙

６
月
号（
５
月
２０
日
発
行
）に
あ
わ
せ

て
お
配
り
し
た
チ
ラ
シ
「
安
来
市
保

健
予
防
事
業
の
お
知
ら
せ
」
ま
た

は
、
安
来
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、

予
約
方
法
な
ど
を
必
ず
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
大
腸
が
ん
検
診
は
、

事
前
に
容
器
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
、

予
約
会
場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
検
診
結
果

検
査
結
果
は
、
検
診
を
受
け
て
か

ら
１
カ
月
半
後
ま
で
に
送
付
し
ま
す
。

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
（
年
１
回
）

料
金
…
１
３
０
０
円

検
査
内
容
…
胃
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

胃
を
膨
ら
ま
せ
る
発
泡
剤
を
飲
ん

だ
後
に
バ
リ
ウ
ム
（
造
影
剤
）
を
飲

み
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
胃
の
内

部
を
エ
ッ
ク
ス
線
で
撮
影
し
ま
す
。

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
（
年
１
回
）

料
金
…
４
０
０
円

検
査
内
容
…
胸
部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

肺
全
体
を
エ
ッ
ク
ス
線
で
撮
影
し

ま
す
。

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
（
年
１
回
）

料
金
…
５
０
０
円

検
査
内
容
…
便
潜
血
検
査

大
腸
に
ポ
リ
ー
プ
な
ど
が
あ
る

と
、
便
の
中
に
血
液
が
混
じ
る
こ
と

が
あ
り
、
便
に
付
い
た
血
液
の
有
無

を
調
べ
ま
す
。

※
専
用
容
器
に
便
を
採
取
の
上
、
提

出
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

料
金
…
５
０
０
円

申
込
方
法
…
次
の
会
場
で
専
用
容
器

を
お
渡
し
し
ま
す
。

日
時
…
平
成
２６
年
１
月
７
日
㈫
〜
１

月
２３
日
㈭
８
時
３０
分
〜
１７
時

場
所
…
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

※
１
月
７
日
㈫
（
安
来
市
民
会
館
）、

１
月
８
日
㈬
（
伯
太
庁
舎
）
で
も
お

申
し
込
み
で
き
ま
す
。（
時
間
は
１３

時
３０
分
〜
１７
時
）

対
象
…
２０
歳
以
上
の
人

検
査
内
容
…
細
胞
診
検
査
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ

検
査
（
希
望
者
の
み
）

料
金
…
１
２
０
０
円

子
宮
の
入
り
口
の
細
胞
を
ブ
ラ
シ

等
で
軽
く
こ
す
り
と
り
、
採
取
し
た

細
胞
に
異
常
が
な
い
か
顕
微
鏡
で
調

べ
ま
す
。

料
金
…
１
０
０
０
円

子
宮
頸
が
ん
の
主
要
原
因
と
い
わ

れ
る
Ｈ
Ｐ
Ｖ
（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
）
の
感
染
の
有
無
を
調
べ
ま

す
。

対
象
…
４０
歳
以
上
の
人
（
前
年
度
に

乳
が
ん
検
診
を
受
け
た
人
を
除
く
）

料
金
…
２
０
０
０
円

検
査
内
容
…
視
触
診
、
マ
ン
モ
グ
ラ

フ
ィ視

触
診
の
後
、
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ

（
乳
房
専
用
の
エ
ッ
ク
ス
線
撮
影
装

置
）
で
乳
房
を
撮
影
し
ま
す
。

１０
月
と
１１
月
は
、各
１
回
、日
曜
・

祝
日
に
実
施
し
ま
す
。
平
日
の
受
診

が
難
し
い
人
な
ど
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
１０
月
１４
日
は
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
と
乳
が
ん
検
診
の
み
）

※
い
ず
れ
も
事
前
予
約
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

日

程

会

場

１０
月
１４
日㈪

㈷
ウ
ェ
ル
ネ
ス
安
来
店

１１
月
１７
日
㈰
広
瀬
保
健
セ
ン
タ
ー

１１
月
１９
日
㈫
島
田
交
流
セ
ン
タ
ー

１１
月
２０
日
㈬
飯
梨
交
流
セ
ン
タ
ー

１１
月
２１
日
㈭

荒
島
交
流
セ
ン
タ
ー

１１
月
２２
日
㈮

１１
月
２８
日
㈭
宇
賀
荘
交
流
セ
ン
タ
ー

１２
月
４
日
㈬
大
塚
交
流
セ
ン
タ
ー

１２
月
６
日
㈮
能
義
交
流
セ
ン
タ
ー

平
成
２５
年
度
の
集
団
が
ん
検
診

（
１０
月
以
降
の
日
程
）

肺
が
ん
検
診

子
宮
頸
が
ん
検
診
・
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査

集

団

検

診

けい

４０歳になったら「胃・大腸・肺・乳がん検診」を！「子宮頸がん検診」は２０歳から！

○
細
胞
診
検
査

大
腸
が
ん
検
診

○
Ｈ
Ｐ
Ｖ
検
査
（
細
胞
診
検
査
と
同

時
に
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
）

○
郵
送
方
式
に
よ
る
検
診
（
検
体
を
検

査
機
関
に
郵
送
す
る
検
診
方
法
で
す
）

乳
が
ん
検
診

検
診
項
目

胃
が
ん
検
診
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採用者
５人
１人
３人
０人
６人
１人
４人

受験者
37人
３人
10人
１人
22人
７人
16人

区 分
一般事務職
保健師

技術職（土木・建築）
技術職（経験者）
幼稚園教諭・保育士

調理師
消防職

取得率（Ｂ／Ａ）
29.5％

平均取得日数（Ｂ／Ｃ）
11.4 日

全対象職員数（Ｃ）
529 人

総取得日数（Ｂ）
6,044 日

総付与日数（Ａ）
20,459 日

人人事事行行政政のの運運営営等等のの状状況況ををおお知知ららせせししまますす

●育児休業の取得状況…育児休業の承認 12人（女性職員）、育児休業期間延長の承認 1人（女性職員）
●休暇・休業・休職の概要…年次有給休暇（20日）、病気休暇、特別休暇（※）、介護休暇、育児休業
※特別休暇…慶弔に関する休暇、産前・産後休暇、育児時間休暇、子の看護休暇、夏季休暇など

●分限処分…休職２人 ●懲戒処分…減給１人

●公務災害の認定状況…4件（公務傷病・新規認定）
●健康診断受診者数 …定期健康診断 333人、人間ドック 184人、嘱託臨時職員健康診断 140人、

特殊健診（指曲がり症健診 35人、特定化合物健診 4人、頸肩腕健診 52人）
●メンタルヘルス・セクシャルハラスメントへの対応…

職員を対象として相談窓口を設け、相談を受け付けています。
●福利厚生制度の概要…
・島根県市町村職員互助会：職員の相互救済および福利の増進を図るため、医療費給付、育児休
業助成、災害見舞金、施設利用助成を行っています。（安来市負担金 2,550 千円）

・職員互助会：職員の保健、元気回復その他厚生に関する事項を実施するため、職員互助会を設置し、
健康維持増進などの事業を行っています。（安来市負担金 3,683 千円）

市民の皆さんに、市政に対するより一層のご理解をいただけるよう、条例に基づき、職員の人事行
政の運営等の状況をお知らせします。（広報紙４月号でお知らせした給与等に関するものを除きます）
詳しくは、市のホームページをご覧ください。 ■問い合わせ…人事課 ℡２３‐３０２１

・島根県自治研修所への派遣研修 75人
・島根県自治研修所を除く機関へ
の派遣研修 103 人
・内部研修 752 人

●１週間の正規の勤務時間…38時間 45分
●１日の正規の勤務時間…７ 時間 45分
●開始時刻…８ 時 30分
●終了時刻…17時 15分
●休憩時間…12時 00分～13時 00分

●職員研修の状況（人数は延べ数）

②職員の勤務時間その他の勤務条件

③職員の分限および懲戒処分の状況

安来市では、人材育成基本方針を定め、「求められる職員」を目指して、①市民に身近な職員、
②社会情勢に敏感な職員、③組織を経営できる職員を掲げ、職員の育成に取り組んでいます。

●勤務条件に関する措置要求…該当なし ●不利益処分に関する不服申立…該当なし

●職員の年次有給休暇の取得状況

・やりがいの創出、自己成長を目指した能力開
発と意識改革の支援。
・多様化する市民ニーズに対応できる能力育成。
・職種や職階に応じ求められる役割や能力育成。

⑦公平委員会の業務の状況

⑥職員の福祉および利益保護の状況

●職員研修の基本方針

④職員の服務の状況

⑤職員の研修状況

①職員の競争試験の状況

平成２４年度
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イエローバス（安来市広域生活バス）は、１
月１日から１月３日までを除き毎日運行してい
ますが、運行の時間帯などにより、利用者数に
大きな差があります。
下表を見ると、ピークとなる朝夕の通勤・通
学の時間帯に比べ、昼間の利用者は非常に少な
い状況であることがわかります。例えば、一日
当たりの平均利用者数は、７時台は 320人です
が、12時台はその約２割に相当する 72人。ま
た、運行経費を利用者一人当たりに換算すると、
12時台は約 777円で、7時台の約 3倍掛かる
計算になります。時間帯により便数や運行距離
などが異なるため、運行経費に違いはありますが、

利用者の少ない時間帯でもバスを運行するため
には経費がかかります。イエローバスの運賃は
200円が基本ですので、計算上では採算が合わず、
効率的な運行とは言えないのが現状です。
どうすれば通勤・通学の時間帯以外の利用者
を増やすことができるのか、どうすれば効率的
な運行ができるかなど、本年 6月から 7月にか
けて実施した「公共交通に関するアンケート」
の結果などを基にし、今後、考察していきます。

日常の移動や公共交通について、ご意見をお寄
せください。
■問い合わせ…市民参画課 ℡２３‐３０６９

Fax２３‐３１５５

夕暮れ・夜間の外出には反射材と目立つ服装／自転車・原付・自動車は早めのライト点灯

●運動の基本…子どもと高齢者の交通事故防止

●運動の重点…①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通事故防止

②全ての座席のシートベルトとチャイルドシートの正しい着用の徹底

③飲酒運転の根絶

④交差点・横断歩道での安全な通行の徹底（島根県重点）

■問い合わせ…市民参画課 ℡２３‐３０６９

運動期間 ９月２１日㈯～９月３０日㈪

イイエエロローーババスス事事業業のの現現状状（（そそのの③③））

平成２４年度運行時間帯別の平均利用者数と運行経費

一人一人が交通ルールとマナーを守り、交通事故の防止に努めましょう。

シリーズ ～公共交通を考える③～

全国交通安全運動の秋秋

１５



うんゆう

黒井田町在住の能面打ち師・山崎雲裕さんが 8
月 9日、市のマスコットキャラクター「あらエッ
サくん」と家族の能面計 10 面と、母里地区の恒
例行事・母里市（やまんば祭り）に由来するやま
んばの能面２面を、安来市と母里交流センターに
それぞれ寄贈されました。
安来市を盛り上げたいと思いつかれ、制作は、
桐を素材に１面当たり４～６カ月かけて仕上げま
した。面をつけるとキャラクターが現実世界に現
れたような見事な出来栄えです。（エッサくんら
家族の面は当分の間やすぎ懐古館一風亭に、やま
んばの面ははくた文化学習館に展示しています）

８月 18 日から 21 日まで愛知県岡崎
市で開催された第 43 回全日本中学校バ
レーボール選手権大会に、２年連続で
出場した第三中学校男子バレーボール
部が、昨年の成績を上回るベスト８の
好成績を残しました。
昨年の大会以降、レシーブを鍛えた
チームは、守りから攻撃のリズムを作
るバレーと、選手・ベンチ・応援団が
一丸となって試合に臨むチームワーク

の良さが持ち味。県大会を優勝、続く中国大会を準優勝し、中国ブロック代表として
臨んだ全国大会でも快進撃を続けて８強入り。準々決勝で東京都の強豪チームに惜敗
しましたが、晴れ舞台でチームの力を十分に発揮しました。

市役所を訪れ近藤市長らに能面を説明する山崎さん。

全全国国大大会会でで見見事事ベベスストト８８入入りりをを果果たたししたた、、
第第三三中中学学校校男男子子ババレレーーボボーールル部部のの皆皆ささんん。。
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安来節保存会会員が、日ごろの練習の成果を
披露する、安来節全国優勝大会が８月 15 日から
17 日まで安来市民体育館で開催されました。
今大会には、全国６カ所で行われた予選会を
通過した、５歳から 85 歳までの延べ 860 人が出
場。安来節発祥の地で、唄・絃（三味線）・鼓・
踊り・銭太鼓の種目を階級ごとに競いました。
このうち、最終日に行われた団体戦は、各支
部の名誉をかけた競演とあって、会場内の緊張
感と盛り上がりは最高潮。競演の前後などには
各支部の応援団から大きな声援が飛び交う中、
息の合った見事な名調子を披露した、地元の本
部道場が優勝しました。

「平成の名水百選」に選ばれている伯太町上小
竹の鷹入の滝周辺で 8月 13 日、恒例の「鷹入の
滝まつり」が行われ、名水が流れる滝の涼を感じ
ようと、お盆の帰省者など多くの人が訪れました。
今年は、７月１5日の豪雨により、遊歩道の各所
が被害に遭うなど、滝周辺がまつりの直前に被
災。開催を危ぶむ声もありましたが、地元の住民
有志や地区外からのボランティアなど多くの人が
復旧作業に携わり、開催にこぎつけました。
ふもとの主会場では、ソーメン流しなどが行わ
れたほか、赤屋地区のご当地アイドルがデビュー
しダンスを披露。山あいに爽やかな風を吹かせて
いました。

（左）赤屋地区のご当地アイ
ドル「どじょっこ女学園」（左
から比田美奈華さん、錦織ひ
なさん、岩田光莉さん）。

(右）本滝前で振る舞
われた抹茶やお菓子の
おもてなしを楽しむ来
場者。

秘秘書書課課 ℡℡２２３３‐‐３３００１１００

ああんんななこことと、、ここんんななこことと
地地域域のの話話題題ををおお届届けけししまますす。。
皆皆ささままかかららのの情情報報もも、、

おお待待ちちししてていいまますす。。

（上）団体の部で優勝した本
部道場。

（左）愛きょうたっぷりのし
ぐさと笑顔を見せながら、ど
じょうすくい踊りを精一杯披
露する出場者。

１７



地区住民が一堂に集まることで、地域の絆づくりのきっ
かけにし、住民同士の結束力の高まりにつなげようと８
月 24 日、東比田交流センターでサマーフェスティバル
「逢いあい東比田」が開催されました。東比田地区の有
志らが実行委員会（仙石晃委員長）を立ち上げ、初めて
の企画。会場には、地元住民ら約 250 人が集まり、記念
講演や地域住民らによる和太鼓の演奏、合唱などさまざ
まなアトラクションが披露されました。
このうち記念講演では、元「殿さまキングス」の多田
そうべい氏が、「見直そう近所力・地域力」と題し、近所
同士が日ごろからコミュニケーションを図ることの大切
さなどを呼び掛けました。

市内の中学生による少年の主張安来市大会が８
月３０日、第三中学校で行われ、各中学校から選ば
れた 11 人が、日常の生活で感じたことや学校生活
で伝えたいことなどを、感情豊かに語りました。
このうち、最優秀賞に選ばれた第二中学校の中
尾晃介さんは、職場体験で行った牧場で牛の死産
に立ち会った経験から、生きるという意味に気付
かされ、日常生活を精一杯生きることの大切さに
ついて述べました。
会場には市内の中学生も集まり、級友らの熱の
こもったスピーチに聞き入っていました。

安来の夏の風物詩「やすぎ月の輪まつり」が 8
月 14 日から 17 日まで、安来町内で行われ、十
神山を背景に打ち上げられる 5千発の花火や、各
自治会で繰り広げられるステージイベントなど、
大勢の人でにぎわいました。
この内、４日間毎晩行われた月の輪神事では、
多くの若者が神事の主役となって参加。山車を先
頭に笛や太鼓のおはやしにあわせて、「エンヤエ
ンヤ、デゴデットーヤー」（みんなみんな出てこ
いや）の掛け声をあげて町中を練
り歩き、夜遅くまで威勢のよい声
を響かせていました。

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
中
尾
晃
介
さ
ん
。

９
月
25
日
に
石
央
文
化
ホ
ー
ル
（
浜
田
市
）
で
行

わ
れ
る
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

１８



新新刊刊図図書書紹紹介介

名前の暗号 山口謠司
富士山の単語帳 佐野 充
バスを待って 石田 千
土蛍 近藤史恵
ドミノ倒し 貫井徳郎
壺中の回廊 松井今朝子
高校入試 湊かなえ
〈お子さんのほん〉
奇跡はつばさに乗って 源 和子
カマキリの生きかた 筒井 学
鉄道ひとり旅入門 今尾恵介

月下上海 山口恵以子
出雲学への軌跡 藤岡大拙
できる大人のモノの言い方大全

話題の達人倶楽部
珈琲店タレーランの事件簿

岡崎琢磨
〈お子さんのほん〉
ローズの小さな図書館
キンバリー・ウィリス・ホルト
トリックアートアドベンチャー
たからさがし 北岡明佳

零のキセキ 胡桃 哲
死神の浮力 伊坂幸太郎
娘の結婚 小路幸也
ファミレス 重松 清
たぶんねこ 畠中 恵
大地のゲーム 綿矢りさ
花や咲く咲く あさのあつこ
メディアの仕組み 池上 彰
〈お子さんのほん〉
海賊 田島征三
おしろがあぶない 筒井敬介
地獄大図鑑 鷹巣 純

●
応
募
資
格

ど
な
た
で
も
結
構
で
す
。

●
対
象

安
来
市
の
行
事
、
自
然
、
文
化
な

ど
、
何
で
も
結
構
で
す
。
撮
影
時
期

は
問
い
ま
せ
ん
が
、
自
然
・
建
築

物
・
行
事
な
ど
に
つ
い
て
は
現
存
し

て
い
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

※
カ
メ
ラ
初
心
者
の
人
・
気
軽
に

応
募
し
て
み
た
い
人
向
け
の
腕

試
し
部
門
、
親
子
の
ふ
れ
あ
い

な
ど
子
育
て
を
テ
ー
マ
と
す
る

部
門
も
設
け
ま
す
。

※
携
帯
電
話
な
ど
で
撮
影
し
た
写

真
も
応
募
で
き
ま
す
。

●
部
門
・
賞

各
種
用
意
し
ま
す
。

●
応
募
上
の
注
意

▽
作
品
は
未
発
表
の
も
の
に
限
り
ま

す
。

▽
入
賞
作
品
の
版
権
は
コ
ン
テ
ス
ト

主
催
者
に
属
し
、
写
真
の
ネ
ガ
・

ポ
ジ
・
デ
ジ
カ
メ
デ
ー
タ
を
提
出

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
応
募
は
一
人
５
点
ま
で
。

四季賞あ
り。腕試

し部門や

子育てを
テーマに

した部門
など

多彩に募
集します

。

携帯電話
での写真

も待って
ます。

●期 間…１０月１日㈫～平成２６年３月２８日㈮
●閉館時刻…１９時（９月２７日までは２０時）

伝
え
た
い
安
来
、
残
し
た
い
安
来

●そのほかの新着図書情報は…http : // : www.city.yasugi.shimane.jp/p/1/11/

℡３７－００５０

開催予告

や
す
ぎ
大
好
き
！

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

閉閉館館時時刻刻変変更更ののおお知知ららせせ（（安安来来市市立立図図書書館館））

平
成
２６
年
１０
月
に
安
来
市
・
広
瀬
町
・
伯
太
町

が
合
併
し
て
か
ら
１０
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、「
や
す
ぎ
大
好
き
フ
ォ

ト
コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
ま
す
。

文
化
・
人
・
モ
ノ
・
自
然
な
ど
、
安
来
市
の
多

彩
な
魅
力
を
次
代
に
伝
え
る
作
品
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
感
性

で
「
伝
え
た
い
安
来
」「
残
し
た
い
安
来
」
を
写
真
に
納
め
て
み
ま
せ

ん
か
。
入
選
作
品
は
安
来
市
の
Ｐ
Ｒ
素
材
と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

℡３２－４４５５

募
集
の
概
要
（
詳
細
は
来
月
号
の
広
報
紙
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
）

１０月から平日の閉館時刻が変更となります。

図書館からのお知らせ

℡２２－２５７４

●
問
い
合
わ
せ

秘
書
課

℡
２３‐

３
０
１
０

１９



能
義
平
野
の
南
に
そ
び
え

る
独
松
山
（
標
高
３
２
０
・

７
㍍
）
は
、
山
頂
か
ら
の
眺

望
を
は
じ
め
、
ミ
ツ
バ
ツ
ツ

ジ
や
野
鳥
、
紅
葉
な
ど
、
四

季
折
々
の
景
観
を
身
近
に
楽

し
め
る
山
で
す
。
ま
た
、
山

腹
に
は
中
世
の
史
跡
が
色
濃

く
残
っ
て
い
ま
す
。
同
会
で

は
、
こ
の
魅
力
あ
ふ
れ
る
里

山
を
守
り
、
後
世
に
伝
え
る

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
尼
子
古
道
・
登
山
道
整
備

中
世
に
使
用
さ
れ
た
尼
子

古
道
の
復
元
、
登
山
道
の
整

備
活
動
な
ど
。

▽
環
境
保
全
活
動

サ
ク
ラ
の
苗
木
植
樹
、
ツ

ツ
ジ
の
保
存
活
動
な
ど
。

▽
学
習
活
動

周
辺
の
自
然
や
歴
史
な
ど

を
題
材
と
し
た
独
松
山
歴
史

講
座
を
定
期
に
開
催
。（
次

回
は
１２
月
に
開
催
予
定
）

▽
交
流
活
動

市
民
を
対
象
と
し
た
交
流

活
動
を
実
施
。

◎
独
松
山
一
周
登
山

開
催
日

１１
月
２
日
㈯

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

独
松
山
で
歴
史
・
自
然
・

健
康
づ
く
り
を
一
緒
に
楽
し

み
ま
し
ょ
う
。

山
佐
ダ
ム
体
験
交
流
施
設

「
や
ま
び
こ
」
周
辺
を
利
用

し
、
年
間
を
通
じ
て
さ
ま
ざ

ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し

て
、
山
佐
地
区
の
活
性
化
を

目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
主
な
活
動
内
容

▽
き
の
こ
狩
り
の
集
い

山
佐
ダ
ム
周
辺
で
開
催
。

採
取
し
た
キ
ノ
コ
は
、
専
門

家
が
鑑
定
し
ま
す
。（
１０
月

１３
日
㈰
に
開
催
予
定
）

▽
や
ま
び
こ
春
祭
り（
４
月
）

ソ
バ
、
山
菜
料
理
な
ど
、

地
元
で
採
れ
た
自
然
の
恵
み

を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▽
キ
ャ
ン
プ
場
祭
り（
７
月
）

山
佐
ダ
ム
湖
畔
の
キ
ャ
ン

プ
場
で
焼
肉
や
演
芸
、
花
火

の
打
ち
上
げ
な
ど
で
、
夏
の

一
夜
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き

ま
す
。

▽
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

施
設
内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
場
で
年
間
４
回
開
催
。

●
一
言
ご
あ
い
さ
つ

山
と
湖
に
囲
ま
れ
た
美
し

い
山
佐
ダ
ム
の
も
と
、
数
々

の
活
動
を
計
画
し
な
が
ら
、

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

１１１１

●問い合わせ
やすぎボランティア団体ネットワーク
事務局 （市民参画課内） ℡２３‐３０６７

身
近
な
里
山
に
行
こ
う

山
佐
に
き
て
ご
し
な
い

１１２２

皆さんに利活用していただくため、
ネットワークに加盟している団体をシ
リーズで紹介しています。

ＦＩＬＥ

（
来
て
く
だ
さ
い
）

ＦＩＬＥ

独独
松松
山山
古古
道道
のの
会会

６

ＮＮ
ＰＰ
ＯＯ
法法
人人

やや
まま
びび
ここ

ききののここ狩狩りりのの集集いい

環環境境保保全全活活動動のの一一環環でで
登登山山道道入入りり口口にに設設置置ししたた水水車車小小屋屋

やすぎ

ボランティア団体
ネットワーク

●
問
い
合
わ
せ

山
佐
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
３５‐

０
１
２
９

●
問
い
合
わ
せ

代
表

山
崎

操

℡
２７‐

０
４
４
４

２０



国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
国
保
の
保
険
証
）
の
更
新

●問
保
険
年
金
課
℡
２３‐

３
０
８
７

現
在
お
持
ち
の
国
保
の
保
険

証
は
、
有
効
期
限
が
平
成
２５
年

９
月
３０
日
で
す
。
１０
月
１
日
か

ら
お
使
い
い
た
だ
く
新
し
い
保

険
証
を
、
次
の
と
お
り
お
送
り

し
ま
す
。

送
付
時
期
と
方
法

９
月
末
ま

で
に
世
帯
主
宛
に
加
入
者
全
員

分
の
保
険
証
を
一
括
し
、
特
定

記
録
郵
便
に
よ
り
お
届
け
し
ま

す
。
（
郵
便
受
箱
に
配
達
す
る
ま

で
の
記
録
を
残
す
も
の
で
、
受

領
時
の
署
名
な
ど
は
不
要
で
す
）

そ
の
他

▽
現
在
お
持
ち
の
国

保
の
保
険
証
（
有
効
期
限
が
平

成
２５
年
９
月
３０
日
の
も
の
）
は

１０
月
１
日
以
降
裁
断
な
ど
に
よ

り
破
棄
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
国
保
以
外
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
人
は
、
国
保
の
保
険
証

は
使
え
ま
せ
ん
。
新
し
い
保
険

証
と
国
保
の
保
険
証
を
お
持
ち

の
上
、
必
ず
国
保
の
資
格
喪
失

の
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１０
月
１
日
現
在
で
住
宅
・
土
地

統
計
調
査
を
行
い
ま
す

●問
総
務
課
℡
２３‐

３
０
１
７

住
生
活
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料
を

得
る
こ
と
を
目
的
に
、
全
国
で

約
３
５
０
万
世
帯
を
抽
出
し
て

行
う
大
規
模
な
統
計
調
査
で
す
。

対
象
世
帯
に
は
、
９
月
下
旬

か
ら
、
県
知
事
に
任
命
さ
れ
た

調
査
員
が
調
査
票
を
配
布
し
ま

す
。
調
査
員
が
訪
問
の
際
は
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

そ
の
他

調
査
員
は
、
調
査
員

証
を
携
帯
し
て
巡
回
し
ま
す
。

「
安
来
市
庁
舎
地
区
計
画
」
の

廃
止
案
を
縦
覧
し
ま
す

●問
庁
舎
建
設
推
進
室

℡
２３‐

３
０
６
３

縦
覧
期
間
・
場
所

１０
月
７
日

㈪
〜
１０
月
２１
日
㈪
、
庁
舎
建
設

推
進
室（
安
来
市
民
会
館
２
階
）・

都
市
計
画
課
（
広
瀬
●庁
）
・

伯
太
●地
（
伯
太
●庁
）

●●
意
見
書
の
提
出

案
に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人

は
、
意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
（
意
見
書
の
様

式
は
任
意
で
す
が
住
所
・
氏
名

を
必
ず
明
記
し
て
く
だ
さ
い
）

提
出
先

庁
舎
建
設
推
進
室

提
出
期
限

１０
月
２１
日
㈪

就
学
時
健
康
診
断
の
実
施

●問
教
育
総
務
課
℡
２３‐

３
３
１
０

平
成
２６
年
度
、
小
学
校
に
入

学
さ
れ
る
お
子
さ
ん
を
対
象

に
、
１０
月
中
旬
か
ら
１１
月
に
か

け
て
実
施
し
ま
す
。

対
象
の
ご
家
庭
に
は
、
事
前

に
文
書
で
ご
案
内
し
ま
す
。

里
親
を
募
集
し
て
い
ま
す

●問
島
根
県
里
親
会
事
務
局

℡
０
８
５
２‐

２１‐

３
１
６
８

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、

家
族
と
一
緒
に
生
活
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
が
い

ま
す
。
里
親
と
は
、
こ
う
し
た

子
ど
も
た
ち
を
自
分
の
家
に
迎

え
入
れ
、
家
庭
的
な
環
境
の
中

で
愛
情
を
込
め
て
養
育
し
て
く

だ
さ
る
人
で
す
。

子
ど
も
が
好
き
で
真
心
を
込

め
て
養
育
し
て
く
だ
さ
る
人
を

募
集
し
て
い
ま
す
。
必
要
な
研

修
を
受
講
す
る
な
ど
の
条
件
は

あ
り
ま
す
が
、
特
別
な
資
格
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

長
期
の
養
育
だ
け
で
な
く
、

１
泊
２
日
、
１
週
間
、
１
カ
月

間
な
ど
短
期
間
の
養
育
を
し
て

く
だ
さ
る
人
も
募
集
し
て
い
ま

す
。
里
親
制
度
に
関
心
の
あ
る

人
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

「
平
成
２６
年
度
児
童
福
祉
週
間
」

の
標
語
を
募
集
し
ま
す

●申
●問
こ
ど
も
未
来
財
団
研
修
調

査
部
標
語
募
集
係

〒
１
０
５‐

０
０
０
３
東
京
都

港
区
西
新
橋
１‐

１２‐

１０
西
新

橋
ホ
ー
ム
ビ
ル
４
階

℡
０３‐

５
５
１
０‐

１
８
３
３

０３‐

５
５
１
０‐

１
８
３
５

平
成
２６
年
度
の
児
童
福
祉
週

間
（
児
童
福
祉
週
間
は
毎
年
５

月
５
日
〜
１１
日
）
に
向
け
、
そ

の
象
徴
と
な
る
標
語
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

募
集
期
限

１０
月
２１
日
㈪

募
集
内
容

元
気
で
頑
張
る
子

ど
も
た
ち
を
応
援
す
る
標
語
や

子
ど
も
た
ち
か
ら
未
来
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
な
る
標
語
。

募
集
方
法

▽
は
が
き
・
封
書
・

Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
応
募
…
一
人
何

点
で
も
応
募
で
き
ま
す
が
、
１

枚
に
つ
き
１
作
品
の
み
記
入
し

て
く
だ
さ
い

▽
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
よ
る
応
募
…
こ
ど
も

未
来
財
団
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ

り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

安
来
市
総
合
防
災
訓
練

●問
危
機
管
理
課
℡
２３‐

３
０
７
４

災
害
時
に
お
け
る
防
災
関
係

機
関
の
協
力
体
制
の
検
証
や
、

市
民
に
よ
る
災
害
対
応
訓
練
な

ど
を
行
い
ま
す
。

特
殊
車
両
の
展
示
な
ど
も

あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
見

学
・
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

１０
月
５
日
㈯

１３
時
３０
分
〜
１６
時
３０
分
、
安

来
港
お
よ
び
そ
の
周
辺

●
訓
練
当
日
は
、
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
ロ
ー
タ
ー
音
な
ど
に
よ

り
、
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す

が
、
訓
練
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

FAX

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

行行

政政
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平
成
２６
年
度
奨
学
生
等
の
募
集

●申
●問
島
根
県
育
英
会

℡
０
８
５
２‐

２８‐

１
９
８
１

島
根
県
出
身
で
、
大
学
・
短

大
・
専
修
学
校
な
ど
に
在
学
中

ま
た
は
、
進
学
・
転
学
を
予
定

し
て
い
る
人
が
対
象
で
す
。

●●
奨
学
生
募
集

大
学
な
ど
の
在
学
中
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
毎
月
お
貸
し

し
ま
す
。

募
集
人
員

52
人
程
度
。

貸
与
額

毎
月
３
〜
７
万
円
。

貸
与
時
期

平
成
２６
年
４
月
〜

在
学
期
間
。

返
還
方
法

学
校
卒
業
後
の
６

カ
月
後
か
ら
、
借
り
た
期
間
の

３
倍
以
内
で
返
還
（
無
利
息
）。

願
書
受
付
期
限

１０
月
３１
日
㈭

●●
就
学
生
募
集

大
学
な
ど
の
入
学
時
に
必
要

な
経
費
の
一
部
を
お
貸
し
し
ま

す
。

募
集
人
員

50
人
程
度
。

貸
与
額

50
万
円
ま
た
は
１
０

０
万
円
。

貸
与
時
期

平
成
２６
年
４
月
末

返
還
方
法

大
学
等
卒
業
後
、

１０
年
間
で
返
還
（
有
利
子
）
。

願
書
受
付
期
限

１０
月
３１
日
㈭

●●
大
阪
学
生
会
館
入
寮
生
募
集

大
阪
府
内
に
あ
る
学
生
会
館
へ

の
入
寮
生
を
受
け
入
れ
ま
す
。

募
集
期
間

▽
第
１
期
…
９
月

６
日
㈮
〜
１０
月
３１
日
㈭

▽
第

２
期
…
１１
月
１
日
㈮
〜
１１
月
３０

日
㈯

▽
第
３
期
…
１２
月
１
日

㈰
〜
平
成
２６
年
１
月
３１
日
㈮

▽
第
４
期
…
平
成
２６
年
２
月
１

日
㈯
〜
平
成
２６
年
３
月
９
日
㈰

▽
第
５
期
…
平
成
２６
年
３
月
１０

日
㈪
〜
平
成
２６
年
３
月
３１
日
㈪

ア
シ
ア
ナ
航
空
を
利
用
し
た

グ
ル
ー
プ
旅
行
が
お
得
で
す

●申
●問
山
陰
国
際
観
光
協
議
会

（
鳥
取
県
国
際
観
光
推
進
課
内
）

℡
０
８
５
７‐

２６‐

７
２
２
１

米
子‐

ソ
ウ
ル
便
を
利
用
し

て
同
一
日
程
で
旅
行
を
実
施
す

る
グ
ル
ー
プ（
家
族
・
友
人
な
ど
）

に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
支
援

し
て
い
ま
す
。
（
平
成
２６
年
３

月
末
ま
で
の
出
発
が
対
象
）

対
象

▽
韓
国
行
き
旅
行
…
４

人
以
上

▽
ソ
ウ
ル
経
由
第
３

国
乗
り
継
ぎ
旅
行
…
２
人
以
上
。

支
援
額

▽
７
月
〜
１１
月
出
発
・

平
成
２６
年
２
月
〜
３
月
出
発
の

場
合
…
一
人
当
た
り
３
千
円（
上

限
１５
万
円
）

▽
１２
月
〜
平
成

２６
年
１
月
出
発
の
場
合
は
一
人

当
た
り
５
千
円（
上
限
２５
万
円
）

そ
の
他

▽
出
発
前
に
要
申
請

▽
片
道
利
用
の
場
合
は
半
額
。

消
防
設
備
士
試
験
（
甲
種
・
乙

種
）

●申
●問
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

島
根
県
支
部

℡
０
８
５
２‐

２７‐

５
８
１
９

期
日

１２
月
１５
日
㈰

場
所

松
江
市

受
付
期
間

１０
月
８
日
㈫
〜
１０

月
２２
日
㈫
（
電
子
申
請
は
１０
月

５
日
㈯
〜
１０
月
１９
日
㈯
）

そ
の
他

受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

危
険
物
取
扱
者
試
験
準
備
講
習

会
（
乙
種
第
４
類
）

●申
●問
島
根
県
危
険
物
保
安
協
会

連
合
会

℡
０
８
５
２‐

２２‐

６
７
５
２

期
日

１０
月
１９
日
㈯
・
２０
日
㈰

場
所

松
江
市

申
込
期
限

講
習
会
の
１
週
間

前
ま
で
。

改定前（月額）
４１，４３０円

４１，４２０円
～９，７８０円
５０，４００円
３３，５７０円

改定後（月額）
４１，１４０円

４１，１３０円
～９，７１０円
５０，０５０円
３３，３３０円

支給内容
全額支給

一部支給

１級
２級

手当名

①児童扶養手当

②特別児童扶養
手当

改定前（月額）
２６，２６０円
１４，２８０円
１４，２８０円

改定後（月額）
２６，０８０円
１４，１８０円
１４，１８０円

手当名
③特別障害者手当
④障害児福祉手当
⑤経過的福祉手当

中小企業退職金共済事業本部広報

●問・① …福祉課（福祉） ℡２３‐３２１１
・②～⑤…福祉課（障がい者福祉）℡２３‐３２１７

・①…12 月（12 月支給分のうち、８～９月分は
改定前、10～11 月分は改定後の額です）

・②…11 月（11 月支給分のうち、８～９月分は
改定前、10 月～11 月分は改定後の額です）

・③～⑤…11 月（11 月支給分のうち、８～９月
分は改定前、10 月分は改定後の額です）

児童扶養手当や各種福祉手当などの
手当額が改定されます ～10 月から～
平成 25 年 10 月から、次の各種手当額が
改定（引き下げ）されます。

■改定後の最初の支給月

２２



そ
の
他

受
験
願
書
は
、
安
来

市
消
防
本
部
、
広
瀬
・
伯
太
各

分
署
、
比
田
分
駐
所
に
設
置
。

終
戦
当
時
の
引
揚
者
お
よ
び
そ

の
家
族
の
皆
さ
ん
へ

●問
堺
税
関
支
署

℡
０
８
５
９‐
４２‐
２
２
２
８

税
関
で
は
、
お
預
か
り
し
て

い
る
次
の
通
貨
・
証
券
な
ど
を

お
返
し
し
て
い
ま
す
。
返
還
の

申
し
出
は
、
本
人
ま
た
は
家
族

の
人
が
で
き
ま
す
。

▽
終
戦
後
、
外
地
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
人
が
、
上
陸
港

の
税
関
、
海
運
局
に
預
け
ら
れ

た
も
の
。

▽
外
地
の
集
結
地
に
お
い
て
総

領
事
館
、
日
本
人
自
治
会
な
ど

に
預
け
ら
れ
た
も
の
の
う
ち
、

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
。

乳
幼
児
健
診

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

※※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

●●
４
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
１０
日
㈭
１３

時
〜
１３
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
５
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
。

●●
９
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
１０
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分
、
広
瀬
●健

対
象

平
成
２４
年
１２
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
。

●●
１
歳
６
か
月
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
２４
日
㈭
９

時
〜
９
時
４５
分

伯
太
●健

対
象

平
成
２４
年
３
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ
。

●●
３
歳
児
健
診

日
時
・
場
所

１０
月
２４
日
㈭

１３
時
〜
１３
時
４５
分
、
伯
太
●健

対
象

平
成
２２
年
７
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
ア

ン
ケ
ー
ト
、
歯
ブ
ラ
シ
、
当
日

朝
の
尿
。

Ｂ
Ｃ
Ｇ
予
防
接
種

●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

日
時

１０
月
１６
日
㈬
１３
時
１５
分

〜
１３
時
４５
分
（
受
付
時
間
）

場
所

広
瀬
●健

対
象

平
成
２５
年
４
月
生
ま
れ

の
お
子
さ
ん
。

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
予

防
接
種
予
診
票
。

離
乳
食
教
室
（
要
申
込
）

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
冊

子
「
離
乳
食
の
進
め
方
」
（
４

か
月
児
健
診
時
に
配
布
）
、
参

加
費
１
０
０
円
、
お
て
ふ
き
、

①
は
子
ど
も
用
歯
ブ
ラ
シ

※
時
間
は
受
付
時
間
で
す
。

①①
生
後
１２
カ
月
〜
２４
カ
月
児

日
時

１０
月
１
日
㈫
９
時
４５
分

〜
１０
時

広
瀬
●健

申
込
期
限

９
月
２７
日
㈮

②②
生
後
５
カ
月
〜
６
カ
月
児
、

生
後
９
カ
月
〜
１１
カ
月
児

日
時

１０
月
２２
日
㈫
生
後
５
カ

月
〜
６
カ
月
児
…
９
時
４５
分
〜

１０
時

▽
生
後
９
カ
月
〜
１１
カ

月
児
…
１３
時
３０
分
〜
１３
時
４５
分

広
瀬
●健

申
込
期
限

１０
月
１８
日
㈮

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

●申
●問
子
ど
も
未
来
課

℡
２３‐

３
２
２
２

●●
子
育
て
支
援
講
座「
保
育
所
っ

て
ど
ん
な
と
こ
ろ
」（
要
申
込
）

保
育
所
に
子
ど
も
を
通
わ
せ

た
い
と
思
っ
て
い
る
保
護
者
を

対
象
に
、
保
育
所
入
所
に
関
す

る
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
２９
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１１
時
３０
分
、
広
瀬
●健

●●
子
育
て
講
演
会
「
共
育
て
の

ス
ス
メ
〜
パ
パ
の
子
育
て
術

〜
」
（
託
児
あ
り
・
要
申
込
）

父
親
が
子
ど
も
の
成
長
に
応

じ
て
、
ど
の
よ
う
に
子
育
て
し

て
い
く
べ
き
か
を
お
話
し
し
ま

す
。
お
父
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

日
時
・
場
所

１０
月
１５
日
㈫
１０

時
３０
分
〜
１２
時
、
広
瀬
●健

講
師

特
定
非
営
利
活
動
法
人

Ｋ
Ｉ
Ｒ
Ａ
Ｌ
Ｉ
・
福
井
正
樹
氏
。

乳
幼
児
期
に
お
け
る
病
気
・
け

が
の
対
処
に
つ
い
て
の
お
話
会

（
要
申
込
）

●申
●問
つ
ど
い
の
広
場

℡
２３‐

７
０
５
０

病
院
で
は
な
か
な
か
聞
け
な

い
こ
と
な
ど
、
小
児
科
医
の
金

藤
先
生
が
お
話
し
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
２３
日
㈬
１３

時
３０
分
〜
１５
時
、
つ
ど

い
の
広
場
（
親
子
●交
内
）

対
象

０
歳
の
お
子
さ

ん
の
保
護
者
。

保保

健健

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

１０月は、「臓器移植普及推進月間」
「骨髄移植推進月間」

１０月１０日は、「目の愛護デー」

●問しまねまごころバンク ℡０８５３‐２２‐２５５６

●臓器や骨髄などの移植医療は、医療者と患者
さんだけでなく、第三者の善意による提供か
ら成り立っています。
●臓器などを「提供したい」「提供したくない」は、
どちらも一人一人の平等で大切な意思です。
自分の気持ち、大切な家族の気持ちを、この
機会にご家族の皆さんでお話ししてみましょう。
●臓器提供の意思表示は、臓器提供意思表示カ
ード、運転免許証・健康保険証の裏面の意思
表示欄に記入することができます。

マスコットキャラクター
まごころば
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安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー
主

催
の
教
室
な
ど

●申
●問
安
来
市
学
習
訓
練
セ
ン
タ
ー

℡
２３‐

１
７
５
０

い
ず
れ
も
同
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
し
ま
す
。

●
パ
ソ
コ
ン
な
ん
で
も
相
談
日

ち
ょ
っ
と
聞
き
た
い
小
さ
な

疑
問
の
解
決
方
法
教
え
ま
す
。

操
作
全
般
の
質
問
も
対
応
可
。

日
時

１０
月
７
日
㈪
・
２１
日
㈪
・

２８
日
㈪
、
１０
時
〜
１２
時

受
講
料

１
回
５
０
０
円
。

そ
の
他

▽
パ
ソ
コ
ン
持
込
可

▽
申
込
不
要
。

●●
パ
ソ
コ
ン
個
人
指
導

分
か
ら
な
い
こ
と
が
マ
ン

ツ
ー
マ
ン
で
集
中
的
に
学
べ
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
進
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。（
１
回
２
時
間
）

受
講
料

３
０
０
０
円
。

そ
の
他

▽
受
講
日
時
は
事
前

に
ご
相
談
く
だ
さ
い

▽
パ
ソ

コ
ン
、デ
ジ
カ
メ
な
ど
持
込
可
。

●●
パ
ソ
コ
ン
教
室

①①
初
心
者
夜
間
コ
ー
ス

日
時

１０
月
２２
日
㈫
〜
１１
月
８

日
㈮
の
火
・
金
曜
日（
６
日
間
）

１７
時
３０
分
〜
１９
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人
（
５
人

以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

②②
ワ
ー
ド
初
級
コ
ー
ス

日
時

１０
月
２４
日
㈭
・
２５
日
㈮
・

２９
日
㈫
・
３０
日
㈬
（
４
日
間
）

９
時
３０
分
〜
１２
時
３０
分

受
講
料

５
０
０
０
円
（
テ
キ

ス
ト
代
別
途
１
０
０
０
円
）
。

そ
の
他

▽
一
人
で
入
力
で
き

る
人
が
対
象

▽
定
員
１５
人（
５

人
以
上
で
開
講
）

▽
要
申
込

▽
パ
ソ
コ
ン
の
持
込
不
要
。

●●
職
業
訓
練
受
講
生
募
集
「
Ⅰ

Ｔ
事
務
実
践
科
」

再
就
職
に
向
け
て
パ
ソ
コ
ン

技
能
・
応
用
力
の
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
目
標
で
す
。

期
間

１２
月
３
日
〜
平
成
２６
年

２
月
２８
日
９
時
３０
分
〜
１６
時
１０

分
（
３
カ
月
。
土
日
・
祝
日
・

年
末
年
始
を
除
く
）

対
象

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
所
長
の

受
講
指
示
ま
た
は
推
薦
が
受
け

ら
れ
る
人
。

募
集
期
間

１０
月
７
日
㈪
〜
１１

月
１３
日
㈬

受
講
料

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

は
個
人
負
担
）
。

そ
の
他

▽
定
員
１５
人

▽
雇

用
保
険
受
給
者
は
訓
練
修
了
ま

で
基
本
手
当
な
ど
が
支
給

▽

訓
練
受
講
給
付
金
も
対
応
。

●申
●問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
安
来（
℡

２２‐

２
５
４
５
）

「
介
護
の
仕
事
学
び
直
し
セ
ミ

ナ
ー
」参
加
者
募
集（
受
講
無
料
）

●申
●問
島
根
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
５
２‐

３２‐

５
９
５
７

介
護
分
野
の
有
資
格
者
で
、

ブ
ラ
ン
ク
が
あ
っ
て
も
う
一
度

勉
強
し
直
し
た
い
人
や
、
就
職

を
希
望
す
る
人
が
対
象
で
す
。

セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
、介
護
保
険

施
設
な
ど
で
の
職
場
体
験
（
お

試
し
勤
務
）
が
で
き
ま
す
。

日
程
・
場
所

１０
月
２８
日
㈪
〜

１１
月
１
日
㈮
（
５
日
間
。
希
望

日
の
み
の
参
加
可
）
、
い
き
い

き
プ
ラ
ザ
島
根
（
松
江
市
）

内
容

介
護
の
職
場
で
働
く
人

と
の
交
流
、
介
護
の
現
場
で
働

く
た
め
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
講

習
、
介
護
技
術
の
学
び
直
し
、

職
場
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー
。

定
員

２０
人
。

申
込
期
限

１０
月
１１
日
㈮

そ
の
他

保
育
所
一
時
預
か
り

費
用
の
助
成
あ
り
。

早
期
就
職
を
目
指
す
シ

ニ
ア
の
た
め
の
技
能
講

習
「
介
護
ス
タ
ッ
フ
養

成
講
習
」
（
受
講
無
料
）

●申
●問
島
根
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
連
合
会

℡
０
１
２
０‐

７８‐

１
１
４
２

実
習
や
就
活
支
援
セ
ミ
ナ
ー

と
企
業
と
の
面
接
会
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
技
能
講
習
で
す
。

日
時
・
場
所

１１
月
２１
日
㈭
〜

１２
月
４
日
㈬（
平
日
の
９
日
間
）

１０
時
〜
１６
時
、島
根
県
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
（
松
江

市
西
川
津
町
）

対
象

５５
歳
以
上
の
人
。

申
込
期
限

１１
月
７
日
㈭

定
員

１８
人
。

土
地
の
評
価（
土
地
価
格
）な
ど

に
つ
い
て
の
無
料
相
談
会

●問
島
根
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

℡
０
８
５
２‐

２８‐

７
１
１
５

１０
月
の
「
土
地
月
間
」
に
あ

わ
せ
て
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
２
日
㈬
１０

時
〜
１５
時
、
島
根
県
市
町
村
振

興
セ
ン
タ
ー
６
階
（
松
江
市
殿

町
）

１０月１６日㈬１３時３０分～１５時３０分
安来中央●交

こころをつなぐ関わり方
～島根いのちの電話の現場から～
社会福祉法人 島根いのちの電話
荒木伸子氏

こころの健康づくり講演会（参加無料）
日常生活や人間関係、健康問題
などで悩み、自分では解決できず
行き詰っている人などからの電話
に応じ、良き相談相手として活動
している「島根いのちの電話」の
取り組みをもとに、困っている人への声掛け・
話の聴き方のポイントについてお話いただきま
す。（どなたでも参加できます）

●問いきいき健康課 ℡２３‐３２２０

演題

講師

日時

場所

教教
室室
・・
講講
座座

相相

談談

２４



全
国
一
斉
！
法
務
局
休
日
相
談

所
（
無
料
）

●問
松
江
地
方
法
務
局
総
務
課

℡
０
８
５
２‐

３２‐

４
２
０
０

日
時
・
場
所

１０
月
６
日
㈰
１０

時
〜
１６
時
、
松
江
テ
ル
サ
（
松

江
市
朝
日
町
）

内
容

相
続
、
贈
与
、
売
買
な

ど
の
登
記
や
会
社
設
立
、
土
地

の
境
界
問
題
、
家
庭
内
の
も
め

ご
と
、
人
権
問
題
な
ど
。

無
料
法
律
相
談
（
要
予
約
）

●申
●問
法
テ
ラ
ス
島
根
事
務
局

℡
０
５
０
３
３
８
３‐

５
５
０
０

日
時

１０
月
２０
日
㈰
１３
時
３０
分

〜
１６
時
３０
分

場
所

法
テ
ラ
ス
島
根
法
律
事

務
所
（
松
江
市
南
田
町
）

対
象

収
入
・
資
産
が
一
定
基

準
以
下
の
人
。

定
員

５
人
（
９
月
２４
日
㈫
よ

り
受
付
開
始
。
先
着
順
）

合
同
労
働
相
談
会
（
無
料
）

●申
●問
島
根
県
労
働
委
員
会
事
務

局
℡
０
８
５
２‐

２２‐

５
４
５
０

パ
ワ
ハ
ラ
・
突
然
解
雇
・
賃

金
不
払
な
ど
、
労
働
者
と
事
業

主
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
を
解
決

す
る
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

日
時
・
場
所

１０
月
２７
日
㈰
１０

時
〜
１５
時
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ

そ
の
他

▽
労
働
者
、
事
業
主

ど
ち
ら
か
ら
の
相
談
も
受
け
付

け
ま
す

▽
相
談
は
予
約
者
を

優
先
し
ま
す
が
、
当
日
受
付
も

行
い
ま
す
の
で
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

司
法
書
士
無
料
法
律
相
談

●●
松
江
会
場

●申
●問
島
根
県
司
法
書
士
会

松
江
支
部
℡
０
８
５
２‐

２１‐
７
２
５
０（
平
日
９
時
〜
１６
時
）

日
時
・
場
所

１０
月
８
日
㈫
１３

時
３０
分
〜
１６
時
３０
分
、
島
根
県

司
法
書
士
会
松
江
支
部
（
松
江

市
南
田
町
）

●●
安
来
会
場

●申
●問
司
法
書
士
総
合
相
談
セ

ン
タ
ー
℡
０
１
２
０‐

１
１
４‐

２
３
４
（
平
日
１２
時
３０
分
〜
１５

時
３０
分
）

日
時
・
場
所

１０
月
１１
日
㈮
１３

時
３０
分
〜
１６
時
３０
分
、
安
来
中

央
●交

内
容

不
動
産
の
相
続
・
売
買

な
ど
登
記
に
関
す
る
こ
と
、
多

重
債
務
、
成
年
後
見
、
訴
訟
に

関
す
る
こ
と
な
ど
。

無
料
調
停
相
談
会

●問
島
根
県
調
停
協
会
松
江
支
部

・
神
門

℡
０
８
５
２‐

３９‐

０
１
８
３

日
時
・
場
所

１０
月
２３
日
㈬
１０

時
〜
１５
時
、
く
に
び
き
メ
ッ
セ

内
容

民
事
上
の
紛
争
（
土
地

や
建
物
の
権
利
、
金
銭
貸
借
・

商
品
売
買
の
ト
ラ
ブ
ル
、
借
地

や
借
家
の
地
代
・
賃
料
、
交
通

事
故
の
損
害
賠
償
な
ど
）
お
よ

び
、
家
庭
内
の
も
め
ご
と
（
離

婚
や
子
ど
も
の
養
育
、
相
続
、

扶
養
な
ど
）
に
関
す
る
裁
判
所

に
お
け
る
調
停
手
続
き
の
利
用

に
つ
い
て
。

そ
の
他

訴
訟
や
調
停
中
の
事

件
、
法
律
判
断
を
求
め
る
も
の
、

電
話
相
談
に
は
応
じ
ま
せ
ん
。

し
ま
ね
東
部
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
出
張
相
談

（
無
料
・
要
予
約
）

●申
●問
サ
ポ
ス
テ
松
江

℡
０
８
５
２‐
３３‐

７
７
１
０

日
時
・
場
所

１０
月
１０
日
㈭
１１

時
〜
１６
時
、
安
来
中
央
●交

対
象

お
お
む
ね
１５
歳
〜
４０
歳

の
人
ま
た
は
、家
族
・
保
護
者
。

内
容

就
労
、
社
会
と
関
わ
り

に
つ
い
て
の
悩
み
な
ど
。

申
込
期
限

１０
月
８
日
㈫

心
の
健
康
相
談（
無
料
・
要
申
込
）

●申
●問
松
江
保
健
所

℡
０
８
５
２‐

２３‐

１
３
１
６

福
祉
課
℡
２３‐

３
２
１
６

日
時
・
場
所

１０
月
３
日
㈭
・

８
日
㈫
・
２４
日
㈭
１３
時
３０
分
〜

１５
時
３０
分
、
松
江
保
健
所

内
容

心
の
病
気
や
悩
み
、
飲

酒
問
題
、
も
の
忘
れ
な
ど
。

各
種
定
期
相
談
は
市
民
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い

●●
相
談
時
間
等
は
、
次
の
と
お

り
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
相
談

▽
安
来
会
場
…
９

時
〜
１６
時
、
広
瀬
会
場
…
１３
時

〜
１６
時
、
伯
太
会
場
…
１０
時
〜

１５
時

▽
社
会
福
祉
協
議
会
℡

２３‐

１
８
５
５

消
費
者
問
題
弁
護
士
相
談

▽
９
時
〜
１２
時
、
市
民
相
談
室

℡
２３‐

３
０
６
８

行
政
相
談
所

▽
安
来
・
広
瀬

会
場
…
９
時
〜
１２
時
、
伯
太
会

場
…
１０
時
〜
１５
時

▽
市
民
相

談
室
℡
２３‐

３
０
６
８

特
設
人
権
相
談
所

▽
９
時
〜

１２
時

▽
人
権
施
策
推
進
課
℡

２３‐

３
０
９
５

栄
養
相
談
（
要
予
約
）

▽
安

来
会
場
９
時
３０
分
〜
１７
時
、
広

瀬
会
場
９
時
〜
１２
時

▽
い
き

い
き
健
康
課
℡
２３‐

３
２
２
０

秋
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
無
料
）

●問
安
来
市
立
図
書
館

℡
２２‐

２
５
７
４

日
時
・
場
所

１０
月
１９
日
㈯
１７

時
３０
分
〜
１８
時
３０
分
（
閉
館
３０

分
前
よ
り
演
奏
開
始
）
、
安
来

市
立
図
書
館
１
階

演
奏
者

長
谷
川
亜
希
子
氏（
フ

ル
ー
ト
、益
田
市
在
住
）、田
中

沙
織
氏（
ピ
ア
ノ
、松
江
市
在
住
）

は
く
た
図
書
室
開
館
１０
周
年
記

念
講
演
会
（
無
料
）

●問
は
く
た
図
書
室

℡
３７‐

０
０
５
０

日
時
・
場
所

１０
月
２６
日
㈯
１３

時
３０
分
〜
１５
時
、
は
く
た
文
化

学
習
館
視
聴
覚
ホ
ー
ル

演
題

「
神
話
の
郷
・
伯
太

と
わ
ず
語
り
」

講
師

荒
神
谷
史
跡
公
園
・
博

物
館
館
長
・
藤
岡
大
拙
氏
。

イイ
ベベ
ンン
トト

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

イベント情報QRコード
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人
間
国
宝
の
名
碗
に
ふ
れ
る
茶

会●申
●問
安
来
市
加
納
美
術
館

℡
３６‐

０
８
８
０

作
法
に
こ
だ
わ
ら
な
い
で
お

た
の

茶
を
愉
し
ん
で
い
た
だ
き
、
お

茶
碗
の
造
形
・
表
情
・
重
さ
・

高
台
な
ど
、
手
に
と
っ
て
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

日
時

１０
月
１４
日
㈪
㈷
１０
時
〜

・
１３
時
〜
（
美
術
館
見
学
後
、

茶
室
「
如
水
庵
」
に
て
呈
茶
）

場
所

安
来
市
加
納
美
術
館

料
金

２
０
０
０
円
（
美
術
館

入
館
料
を
含
む
）
。

申
込
期
限

１０
月
９
日
㈬

「
第
１２
回
古
代
出
雲
王
陵
の
丘

健
康
ウ
オ
ー
ク
」
参
加
者
募
集

●申
●問
荒
島
●交
２８‐

６
７
８
３

み
ん
な
で
「
古
墳
の
ま
ち
荒

島
」
を
楽
し
く
歩
き
、
健
康
な

体
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。
（
荒

島
地
区
活
性
化
推
進
協
議
会
結

成
２０
周
年
記
念
大
会
）

日
時

１０
月
１３
日
㈰
受
付
８
時

〜
、
開
会
式
９
時
〜
、
ス
タ
ー

ト
9
時
３０
分
〜

場
所
（
集
合
・
受
付
）

古
代

出
雲
王
陵
の
丘
公
園
駐
車
場

コ
ー
ス

▽
荒
島
古
墳
コ
ー
ス
（
７
㌔
）

▽
ふ
る
さ
と
コ
ー
ス
（
４
㌔
）

▽
安
全
コ
ー
ス
（
３
㌔
）

参
加
料

高
校
生
以
上
３
０
０

円
、中
学
生
〜
幼
児
１
０
０
円
。

申
込
期
限

１０
月
３
日
㈭

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
、
お

に
ぎ
り
２
個
と
豚
汁
を
提
供
。

介
護
の
詩
コ
ン
テ
ス
ト

●申
●問
島
根
総
合
福
祉
専
門
学
校

「
介
護
の
詩
コ
ン
テ
ス
ト
係
」

〒
６
９
２‐

０
４
０
４
安
来
市

広
瀬
町
広
瀬
７
５
３‐

１５
／
℡

３２‐

４
１
９
６
／
メ
ー
ル

hirogaku@
scss.ac.jp

介
護
に
ま
つ
わ
る
経
験
や
想

い
を
テ
ー
マ
に
募
集
。
安
来
市

介
護
人
材
を
育
て
る
会
主
催
。

募
集
規
定

市
内
に
在
住
・
在

勤
・
在
学
す
る
人
が
対
象
。
自

作
・
未
発
表
作
品
で
、文
字
数
は

２０
字
×
４０
行
（
８
０
０
字
）
程

度
ま
で
。
用
紙
は
自
由
。
題
名
・

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
・
年

齢
・
職
業
を
明
記
の
上
、
郵
送

ま
た
は
メ
ー
ル
で
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

応
募
期
限

１１
月
１５
日
㈮

●●
介
護
の
詩
発
表
会
と
介
護
教

室
（
食
事
介
助
に
つ
い
て
）

期
日
・
場
所

１２
月
２１
日
㈯
午

後
、
島
根
総
合
福
祉
専
門
学
校

内
容

▽
発
表
会
…
優
秀
作
品

の
発
表
・
表
彰
、
詩
の
朗
読
、

応
募
作
品
を
ま
と
め
た
詩
集
の

配
布

▽
介
護
教
室
…
食
事
介

助
の
方
法
に
つ
い
て
、
介
護
施

設
ス
タ
ッ
フ
が
説
明
し
ま
す
。

こ
さ
つ

山
陰
を
代
表
す
る
古
刹
「
清

水
寺
」
の
参
道
や
境
内
を
ほ
の

か
な
灯
り
で
照
ら
し
、
昼
間
と

は
違
っ
た
神
秘
的
な
空
間
を
演

出
し
ま
す
。
夜
の
境
内
散
策
で

ぜ
い
た
く
な
時
間
を
お
過
ご
し

く
だ
さ
い
。

●●
主
な
イ
ベ
ン
ト

本
堂
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

（
時
間
は
１９
時
〜
）

し
ょ
う
み
ょ
う

▽
１９
日
㈯
…
天
台
聲
明
と
シ

タ
ー
ル
・
尺
八
演
奏

▽
２０
日
㈰
…
阿
国
念
仏
踊
り
と

バ
リ
舞
踊

▽
２６
日
㈯
…
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
と

影
絵
「
ア
ル
ジ
ュ
ナ
の
饗
宴
」

▽
２７
日
㈰
…
カ
リ
ン
バ
演
奏
と

カ
リ
ン
バ
・
チ
ャ
ン
グ
・
サ
キ

ソ
フ
ォ
ン
の
コ
ラ
ボ

池
の
畔
の
清
凌
亭
〜
灯
華
の
お

も
て
な
し
（
喫
茶
）
〜

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
池
を

眺
め
な
が
ら
、
喫
茶
な
ど
が
楽

よ
う
か
ん

し
め
ま
す
。（
清
水
羊
羹
ス
イ
ー

ツ
も
あ
り
ま
す
）

清
水
寺
の
夜
参
り
〜
湯
行
（
護

摩
火
）

精
進
料
理
特
別
メ
ニ
ュ
ー
提
供

●●
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ
ス

期
間
中
は
、
Ｊ
Ｒ
安
来
駅
お

よ
び
、
さ
ぎ
の
湯
温
泉
か
ら
運

行
し
ま
す
。

そ
の
他

詳
し
く
は
、
安
来
市

観
光
協
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

１０月１９日㈯・２０日㈰
２６日㈯・２７日㈰

日没（17時ごろ）～
２０時３０分

●申●問農林振興課 ℡２３‐３３３１

安来の食材を活用した、素敵な
オリジナル弁当を募集します。

応募方法 応募用紙に必要事項を
記入の上、写真を添えて応募し
てください。（応募用紙は、農林
振興課または、市のホームペー
ジからダウンロードできます）
応募期限 １１月８日㈮
表 彰 優秀作品は安来市農林
業祭で表彰。参加賞あり。

清水寺

ややすすぎぎおお弁弁当当
ココンンテテスストト
作作品品募募集集

日時

場所

加
藤
卓
男

三
浦
小
平
二

●問
商
工
観
光
課
℡
２３‐

３
３
４
０

安
来
市
観
光
協
会

℡
２３‐

７
６
６
７

２６



神
在
月
の
出
雲
大
社
で
縁
結
び

「
フ
ォ
ー
チ
ュ
ン
婚
活
」

●申
●問
松
江
は
ぴ
こ
会
事
務
局

℡
・

０
８
５
２‐

２５‐

６
０
２
９

メ
ー
ルt.y.m

adam
u-10.2@

blue.

plala
.or.jp

日
時
・
場
所

１０
月
１３
日
㈰
１１

時
３０
分
〜
１５
時
３０
分
、
出
雲
大

社
大
鳥
居
前
集
合
（
出
雲
市
）

対
象

２０
歳
代
〜
４０
歳
代
の
独

身
男
女
（
定
員
６０
人
）

内
容

出
雲
大
社
散
策
・
ク
イ

ズ
で
め
ぐ
り
逢
い
、
講
演
「
出

雲
の
魅
力
と
縁
結
び
」（
講
師
は

郷
土
史
家
・
藤
岡
大
拙
氏
）、縁

を
結
ぶ
交
流
会
と
抽
選
会
。

会
費

男
性
３
千
円
、
女
性
２

千
円
（
昼
食
、
お
茶
代
込
み
）

応
募
方
法

住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
性
別
・
連
絡
先
を
明
記
の

上
、
メ
ー
ル
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限

１０
月
５
日
㈯
必
着

広
報
紙
の
訂
正
に
つ
い
て

先
月
号
の
広
報
紙
（
９
月

号
）
５
ぺ
ー
ジ
の
掲
載
内
容
に

一
部
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

訂
正
個
所
は
次
の
と
お
り
で

す
。お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

●●
訂
正
個
所

①
３
段
目
の
市
民
参
加
演
劇

「
立
て
、
鹿
介
！
」
の
日
時

▽
誤
…
各
１９
時
〜

▽
正
…
各
１８
時
30
分
〜

②
４
段
目
の
右
か
ら
５
行
目

▽
誤
…
因
幡
（
鳥
取
県
西
部
）・

伯
耆
（
鳥
取
県
東
部
）

▽
正
…
因
幡
（
鳥
取
県
東
部
）・

伯
耆
（
鳥
取
県
西
部
）

問い合わせ

℡２３‐０７５５
℡２３‐２０４８
℡２３‐２８９１
℡２３‐０７２１
℡２７‐０３２５
℡２３‐０７６４
℡２８‐８３４６
℡２８‐６７８３
℡２８‐８９８２

十神●交

社日●交

島田●交

宇賀荘●交

吉田●交

能義●交

飯梨●交

荒島●交

赤江●交

期 日

１０月６日㈰～７日㈪
１０月１３日㈰
１１月９日㈯～１０日㈰
１０月１９日㈯～２０日㈰
１０月２０日㈰
１１月９日㈯～１０日㈰
１１月９日㈯～１０日㈰
１０月２６日㈯～２７日㈰
１１月１０日㈰

地 区

十 神

社 日

島 田

宇賀荘

吉 田

能 義

飯 梨

荒 島

赤 江

問い合わせ

℡３２‐４１３８
℡３６‐０００１
℡３４‐０００１
℡３４‐０２１１
℡３５‐０１２９

℡３２‐３８４０

℡３２‐３２９８
℡３６‐０８５２
℡３６‐０３７６
℡３５‐００４７

広瀬●交

布部●交

比田●交

東比田●交

山佐●交

下山佐●交

菅原●交

宇波●交

西谷●交

奥田原●交

期 日

１１月９日㈯～１０日㈰
１１月１０日㈰
１１月１０日㈰（※１）
１１月１０日㈰（※１）
１０月２０日㈰

１１月１７日㈰

１１月１７日㈰
１１月１０日㈰
１１月３日㈰㈷
１１月１０日㈰

地 区

広 瀬

布 部

比 田

東比田

山 佐

下山佐

菅 原

宇 波

西 谷

奥田原

問い合わせ

℡３７‐０８３５
℡３７‐０２２５
℡３７‐０８３６
℡３８‐０１４５

安田●交

母里●交

井尻●交

赤屋●交

期 日

１１月１０日㈰
１１月１０日㈰
１１月１６日㈯～１７日㈰
１１月９日㈯～１０日㈰

地 区

安 田

母 里

井 尻

赤 屋

気軽に参加、楽しく交流

安来市総合文化祭
（文芸部門）

※いずれも当日参加ができます。
（参加料が必要です）

※文芸部門（短歌大会、川柳大会、俳句当
季雑詠）および、ステージ部門（みんな
で唄う安来節、市民音楽祭）は 11 月に
開催します。

日時 １０月２０日㈰９時～
場所 安来中央●交
日時 １０月２７日㈰９時～
場所 安来中央●交

●問安来市総合文化祭実行委員会
（和鋼博物館内） ℡２３‐２５００

FAX

■将棋大会

■囲碁大会

そそ
のの
他他

●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ
●庁…庁舎 ●健…保健センター ●申…申し込み
●地…地域センター ●交…交流センター ●問…問い合わせ

※１…比田地区と東比田地区は共同開催です。

●問地域振興課 ℡２３‐３０７０

各地区の交流センターを拠点に開催します。
作品展示や各種発表、特産品販売など、地区な
らではの催しが盛りだくさん。詳しくは、各地
区の交流センターにお問い合わせください。

文化の秋、市内を巡ってみませんか

秋秋のの地地区区文文化化祭祭

※大塚地区は７月に開催しました。

■安来地域

■広瀬地域

■伯太地域

２７




